
金
剛
三
昧
院
本
『
御
手
印
縁
起
略
解
』
に
つ
い
て

木
下
智
雄　

土
居
夏
樹　

榊
原
啓
優

川
染
龍
哉　

森
本
一
彦

　
　

１
．『
御
手
印
縁
起
』
と
そ
の
註
釈
書

　

今
回
紹
介
す
る
金
剛
三
昧
院
快
弁
（
一
六
九
七
―
一
七
八
〇
）『
御
手
印
縁
起
略
解
』（
一
冊
。
金
剛
三
昧
院
寄
託
、
高
野
山
大
学
図
書
館

蔵
。
以
下
、『
略
解
』
と
記
す
）
は
、『
御
手
印
縁
起
』
の
註
釈
書
で
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
『
御
手
印
縁
起
』
は
、
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
）
が
遺
し
た
と
さ
れ
る
五
つ
の
遺
告
類
の
一
つ
で
あ
り
、

　
（
１
）
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
七
月
八
日
付
太
政
官
符
、

　
（
２
）
同
年
七
月
二
十
八
日
付
紀
伊
国
符
、

　
（
３
）
高
野
山
四
至
注
文
、

　
（
４
）
高
野
山
絵
図
、

　
（
５
）
承
和
元
年
（
八
三
四
）
九
月
十
五
日
付
大
師
御
記
文
、

　
（
６
）
承
和
三
年
（
八
三
六
）
七
月
二
十
三
日
付
紀
伊
国
判
、

の
六
種
類
の
文
書
・
絵
図
を
一
括
し
た
も
の
で
あ
る
。（
１
）
太
政
官
符
お
よ
び
（
５
）
大
師
御
記
文
に
四
箇
所
ず
つ
、
弘
法
大
師
の
手
印

と
言
わ
れ
る
も
の
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
御
手
印
縁
起
』
と
呼
ば
れ
る
1
。

　

す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の
『
御
手
印
縁
起
』
を
は
じ
め
と
す
る
遺
告
類
は
、
空
海
の
時
代
に
は
遡
り
得
な
い
こ
と
が
指

金
剛
三
昧
院
本
（
一
）

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

快
弁

1　金剛三昧院本『御手印縁起略解』について（木下・土居・榊原・川染・森本）



摘
さ
れ
て
い
る
2
。
し
か
し
な
が
ら
『
御
手
印
縁
起
』
は
、
そ
の
内
容
が
高
野
山
の
領
地
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
末
期
以

来
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
『
御
手
印
縁
起
』
に
つ
い
て
、
長
谷
宝
秀
篇
『
弘
法
大
師
全
集
』
で
は
、

編
者
又
曰
く
、
高
野
山
御
影
堂
宝
庫
所
蔵
の
御
手
印
縁
起
類
、
凡
そ
十
軸
有
り
〈
二
十
五
箇
條
御
遺
告
は
此
の
中
に
入
れ
ず
〉。
伝
来

明
ら
か
な
ら
ず
、
真
偽
分
か
ち
難
し
。
然
る
に
天
保
五
年
甲
午
の
秋
、
風
土
記
再
訂
の
時
、
南
山
慈
光
院
体
仁
、
親
し
く
彼
の
十
軸
を

検
じ
、
遂
に
御
手
印
縁
起
御
遺
告
并
寄
進
状
類
集
記
一
巻
、
并
に
御
手
印
縁
起
并
御
遺
告
真
偽
弁
一
巻
を
著
し
て
、
以
っ
て
真
偽
を
分

か
ち
、
兼
ね
て
伝
来
を
明
ら
か
な
ら
し
む
。3

と
述
べ
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
段
階
で
高
野
山
御
影
堂
の
中
に
「
御
手
印
縁
起
」
ま
た
は
「
御
遺
告
」
と
呼
ば
れ
る
写
本
が
十
本
有

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
4
。

　

こ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
慈
光
院
体
仁
の
『
御
手
印
縁
起
御
遺
告
写
并
寄
進
状
類
集
記
』（
以
下
、『
集
記
』）
お
よ
び
『
御
手
印
縁
起
并

御
遺
告
真
偽
弁
』（
以
下
、『
真
偽
弁
』）
で
は
、
御
影
堂
に
有
っ
た
桐
箱
入
り
の
十
本
の
内
、「
御
手
印
巻
」
す
な
わ
ち
今
の
『
御
手
印
縁
起
』

が
第
一
箱
本
で
あ
り
、
第
二
箱
本
と
第
三
箱
本
は
そ
の
写
本
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
5
。
ま
た
、
そ
の
第
二
箱
本
と
第
三
箱
本
に
は
、
後
醍
醐

天
皇
（
一
二
八
八
―
一
三
三
九
）
に
よ
る
「
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
十
二
月
二
日
」
付
の
奥
書
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
手
形
が
二
ヶ
所
に
捺

さ
れ
て
い
た
、
と
も
伝
え
て
い
る
6
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
写
本
が
箱
入
り
で
丁
重
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

『
御
手
印
縁
起
』
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

次
に
『
御
手
印
縁
起
』
の
註
釈
書
で
あ
る
が
、森
田
龍
僊
師
は
「
御
手
印
縁
起
の
口
決
註
釈
は
私
に
見
聞
す
る
と
こ
ろ
左
の
七
種
で
あ
る
」

と
述
べ
、

　
　

①
御
手
印
縁
起
聞
書
（
一
巻
）　
　
　
　
　
　

三
蔵
院
覚
和
（
―
一
三
一
二
―
）

　
　

②
御
手
印
縁
起
聞
書
（
一
巻
）　
　
　
　
　
　

大
楽
院
信
堅
（
一
二
五
九
―
一
三
二
二
）

　
　

③
御
手
印
縁
起
聞
書
（
一
巻
）　
　
　
　
　
　

宝
性
院
宥
快
（
一
三
四
五
―
一
四
一
六
）

　
　

④
御
手
印
縁
起
略
解
（
一
巻
）　
　
　
　
　
　

金
剛
三
昧
院
快
弁
（
一
六
九
七
―
一
七
八
〇
）

高野山大学密教文化研究所紀要　第 29 号　2



　
　

⑤
御
手
印
縁
起
十
軸
真
偽
之
弁
（
一
巻
）　
　

龍
光
院
寛
伝
（
一
六
七
六
―
一
七
三
〇
）

　
　

⑥
御
手
印
縁
起
并
御
遺
告
真
偽
弁
（
一
巻
）　

慈
光
院
体
仁
（
？
―
一
八
三
五
）

　
　

⑦
御
手
印
縁
起
聞
書
（
一
巻
）　
　
　
　
　
　

正
智
院
道
猷
（
一
七
九
六
―
一
八
五
三
）

の
七
本
を
紹
介
し
て
い
る
7
。
今
回
紹
介
す
る
金
剛
三
昧
院
快
弁
の
『
略
解
』
は
、『
御
手
印
縁
起
』
の
註
釈
書
で
あ
る
。
森
田
龍
僊
師
は

先
に
挙
げ
た
先
行
研
究
の
中
で
、
こ
の
『
略
解
』
に
つ
い
て
、「
こ
れ
は
明
和
年
間
に
お
け
る
同
師
の
記
な
る
も
、
未
だ
こ
れ
を
見
ず
」
8

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
が
存
在
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
見
は
し
て
お
ら
れ
な
い
様
で
あ
る
。
ま
た
、
水
原
堯
栄
師
の
「
御

遺
告
并
御
手
印
縁
起
に
就
て
」
で
は
、
遺
告
類
な
ら
び
に
『
御
手
印
縁
起
』
の
註
釈
書
の
著
者
名
を
挙
げ
る
中
、
快
弁
の
名
を
記
さ
れ
て
い

な
い
。
断
定
は
で
き
な
い
が
水
原
師
も
『
略
解
』
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２
．『
略
解
』
と
快
弁

　

今
回
紹
介
す
る
快
弁
の
『
略
解
』
は
先
述
の
通
り
『
御
手
印
縁
起
』
の
註
釈
書
で
あ
る
。
今
回
調
査
し
た
諸
写
本
で
は
い
ず
れ
も
そ
の
奥

書
に
、

　
　

明
和
四
年
丁
亥
五
月
日
金
剛
峯
寺
快
弁
書
于
金
剛
三
昧
院
長
老
坊

と
あ
り
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
五
月
に
快
弁
が
金
剛
三
昧
院
で
著
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
体
仁
の
『
真
偽
弁
』
に
は
、
こ
の
『
略
解
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

快
弁
の
所
釈
は
此
の
本
（
※
第
二
箱
本
。
引
用
者
付
）
か
。
又
は
第
三
か
。
有
人
は
第
三
の
本
を
釈
す
と
云
う
。
二
三
の
間
決
し
難
し
。

而
れ
ど
も
天
皇
の
宸
翰
は
此
の
本
な
る
が
故
に
此
の
本
を
釈
す
る
か
1
0
。

　

す
な
わ
ち
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
高
野
山
御
影
堂
内
の
『
御
手
印
縁
起
』
は
、「
御
手
印
巻
」
と
呼
ば
れ
る
第
一
箱
本
と
、
そ
の

写
本
で
あ
る
第
二
箱
本
と
第
三
箱
本
の
三
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
、
今
の
『
略
解
』
が
第
二
箱
本
・
第
三
箱
本
の
い
ず
れ
を

註
釈
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
、
と
『
真
偽
弁
』
で
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

3　金剛三昧院本『御手印縁起略解』について（木下・土居・榊原・川染・森本）



　

こ
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
る
理
由
に
は
、
こ
の
『
略
解
』
が
『
御
手
印
縁
起
』（
６
）
承
和
三
年
（
八
三
六
）
七
月
二
十
三
日
付
紀
伊

国
判
の
引
用
に
続
け
て
後
醍
醐
天
皇
の
奥
書
を
挙
げ
、
註
釈
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

是
よ
り
下
、
一
本
に
は
無
之
。
大
楽
院
信
堅
聞
書
、
宝
性
院
宥
快
聞
書
、
共
に
此
奥
書
な
き
本
に
よ
る
と
見
へ
た
り
。（
中
略
）
此
奥

書
は
か
り
に
て
見
る
時
は
、
今
の
縁
起
の
御
手
印
は
後
醍
醐
帝
の
お
さ
せ
た
ま
ふ
御
朱
印
と
見
ゆ
。（
中
略
）
但
し
肩
に
後
醍
醐
帝
宸

筆
と
書
た
る
は
、
後
人
の
私
に
書
添
え
た
る
な
り
。
さ
れ
は
建
武
以
前
に
写
し
た
る
写
本
に
は
此
の
奥
書
有
へ
か
ら
す
。
宥
快
な
ど
の

聞
書
は
、
此
の
奥
書
な
き
写
本
に
就
て
料
簡
し
た
る
と
見
ゆ
。

　
『
略
解
』
で
は
、後
醍
醐
天
皇
の
奥
書
や
手
印
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
建
武
以
前
の
写
本
に
は
見
ら
れ
ず
、信
堅
の
『
聞
書
』
は
も
と
よ
り
、

宥
快
も
そ
の
奥
書
の
無
い
写
本
を
註
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
『
略
解
』
の
註
釈
は
、
そ
れ
以

前
の
『
御
手
印
縁
起
』
註
釈
書
と
は
異
な
る
内
容
を
有
し
た
註
釈
書
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、『
略
解
』
は
、
そ
の
本
文
中
で
「
彼
聞
書
等
の
要
を
撮
て
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
古
鈔
云
」
1
1

と

し
て
宥
快『
聞
書
』の
説
1
2

を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、『
略
解
』は
基
本
的
に
は
前
来
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、

『
御
手
印
縁
起
』
の
全
文
を
載
せ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
一
部
の
語
句
や
事
物
の
注
釈
を
主
と
す
る
『
聞
書
』
の
形
式
と
は
異
な
っ
た
、
よ

り
利
便
性
の
高
い
註
釈
書
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
略
解
』
の
特
徴
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
三
巻
本
『
芳
野
拾
遺
物
語
』
1
3

の
「
廿
九
、
高
野
山
御
幸
の
事
」
を
引
用
し
て
い
る
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
三
巻
本
『
芳
野
拾
遺
物
語
』
で
は
、
後
醍
醐
天
皇
が
高
野
山
に
御
幸
の
折
、
金
剛
三
昧
院
に
留
ま
り
、『
御
手
印
縁
起
』

を
叡
覧
し
、
奥
書
と
御
手
印
を
付
し
た
、
と
い
う
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
逸
話
を
『
略
解
』
で
採
用
し
て
い
る
点
は
、
快
弁
が
金
剛

三
昧
院
の
院
主
で
あ
る
と
い
う
関
連
か
ら
も
興
味
深
い
。
も
っ
と
も
、こ
の
後
醍
醐
天
皇
の
高
野
山
御
幸
の
逸
話
を
引
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、

後
に
体
仁
の
『
真
偽
弁
』
で
批
判
さ
れ
る
1
4

こ
と
と
な
っ
た
が
、『
略
解
』
か
ら
遡
る
こ
と
十
五
年
前
の
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
八
月

に
刊
行
さ
れ
た
明
石
泰
円
『
野
山
名
霊
集
』
1
5

に
同
じ
く
こ
の
三
巻
本
の
逸
話
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
快
弁
当
時
は
流
布
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
『
略
解
』
は
、
江
戸
時
代
の
『
御
手
印
縁
起
』
の
受
用
と
い
う
高
野
山
史
の
史
料
と
し
て
意
義
を
有
す
る
も
の
と
も
言
え
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る
。
先
述
の
水
原
師
の
論
考
で
、

　
　
　

そ
の
真
偽
を
論
ず
る
に
、
高
野
春
秋
の
記
す
と
こ
ろ
貞
享
三
四
年
の
公
判
記
、
元
禄
三
年
の
聖
断
記
、
享
保
六
七
年
の
裁
判
記
な
ど
、

学
侶
、
行
人
の
諍
論
。
方
や
春
潮
房
懐
英
、
片
や
寶
月
房
雲
堂
の
斯
書
中
心
に
し
て
、
江
戸
幕
府
評
定
所
に
於
け
る
甲
論
乙
駁
智
峰
恵

剣
の
鎬
を
銷
づ
る
論
難
を
、
紙
背
に
徹
し
て
透
察
せ
ば
蓋
し
思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　

斯
書
中
心
と
し
て
の
学
行
両
派
が
真
偽
論
諍
の
騒
動
は
、
蓋
し
天
保
初
頭
を
以
て
最
上
と
す
る
の
観
が
あ
る
1
6
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
御
手
印
縁
起
』
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
学
侶
・
行
人
そ
れ
ぞ
れ
の
正
統
性
を
根
拠
付
け
る
も
の
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、『
略
解
』
で
は
そ
の
末
尾
に
「
今
有
信
の
善
男
善
女
の
た
め
に
彼
聞
書
（
※
信
堅
・
宥

快
の
聞
書
。
引
用
者
注
）
等
の
要
を
撮
て
国
字
を
以
略
解
す
る
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
信
堅
や
宥
快
の
『
聞
書
』
の
要
点
を
、
善
男
善
女

に
示
す
た
め
に
国
字
（
か
な
）
で
記
し
た
、
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
一
般
人
の
読
者
を
意
識
し
た
著
作
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
『
略
解
』
は
、
江
戸
後
期
に
『
御
手
印
縁
起
』
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
受
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を
探
る

上
で
、
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
略
解
』
に
は
そ
の
内
容
は
も
と
よ
り
受
容
や
利
用
方
法
な
ど
、
様
々
な
検
討
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
は
今

後
の
課
題
と
し
て
お
く
こ
と
と
し
、今
は
最
後
に
、『
略
解
』
の
著
者
で
あ
る
快
弁
（
一
六
九
七
―
一
七
八
〇
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

快
弁
は
、
第
四
十
一
世
金
剛
三
昧
院
長
老
に
し
て
、
第
三
百
十
二
世
高
野
山
検
校
を
務
め
た
高
僧
で
あ
る
。
ま
た
、
高
野
山
上
で
の
学
道

に
関
し
て
、
宝
性
院
学
派
（
宝
門
）
の
論
義
書
で
あ
る
『
宗
義
決
択
集
』（
明
和
八
年
〔
一
七
七
一
〕
版
）
の
編
集
・
改
版
を
行
な
い
、
再

版
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
快
弁
の
伝
記
は
少
な
く
、『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
第
一
「
慈
光
院
析
負
記
」、同
巻
第
五
「
金
剛
三
昧
院
住
持
次
第
」、

同
巻
第
八
「
浄
菩
提
院
代
代
先
師
名
簿
」、
な
ら
び
に
『
紀
伊
続
風
土
記
』「
山
主
次
第
」
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
近
代
以
降
改
め
て
快

弁
の
業
績
に
つ
い
て
ま
と
め
た
研
究
は
見
当
た
ら
ず
、そ
の
他
の
業
績
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
資
料
等
に
基
づ
い
て
、

快
弁
の
略
歴
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

元
禄
十
年	

（
一
六
九
七
）	

讃
岐
国
高
松
に
生
ま
れ
る
。
俗
姓
は
山
口
氏
。
母
方
は
沢
氏
。
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宝
永
三
年	

（
一
七
〇
六
）	

十
歳
。
両
親
を
亡
く
す
。

　
　

同　

四
年	

（
一
七
〇
七
）	

十
一
歳
。
鵜
足
郡
栗
熊
成
満
寺
で
得
度
。
同
年
、
師
匠
の
快
本
が
伊
予
国
宇
摩
川
之

江
の
宅
善
寺
の
住
持
に
な
る
に
随
う
。

　
　

享
保
二
年	

（
一
七
一
七
）
夏	

二
十
一
歳
。
高
野
山
に
登
り
、
金
剛
三
昧
院
に
入
る
。

　
　

享
保
十
九
年	（
一
七
三
四
）	

三
十
八
歳
。
定
観
房
宥
智
の
遺
命
に
よ
り
、
慈
光
院
住
持
と
な
る
。

　
　

元
文
三
年	
（
一
七
三
八
）	

四
十
二
歳
。
学
円
房
如
輪
の
遺
命
に
よ
り
、
浄
菩
提
院
住
持
と
な
る
。

　
　

延
享
元
年	

（
一
七
四
四
）	

四
十
八
歳
。
真
海
房
聚
勝
の
遺
命
に
よ
り
、
金
剛
三
昧
院
住
持
と
な
る
。

　
　

延
享
二
年	

（
一
七
四
五
）	

四
十
九
歳
。
集
義
に
選
出
さ
れ
る
。
同
年
冬
、
江
戸
の
在
藩
所
に
赴
く
。

　
　

延
享
三
年	

（
一
七
四
六
）	

五
十
歳
。
江
戸
か
ら
帰
山
す
る
。

　
　

宝
暦
四
年	

（
一
七
五
四
）
九
月	

五
十
八
歳
。
碩
学
に
推
挙
さ
れ
る
。

　
　

宝
暦
九
年	

（
一
七
五
九
）
八
月	

六
十
三
歳
。
宝
性
院
弘
範
法
印
を
大
阿
と
し
て
具
支
潅
頂
を
受
け
る
。

　
　

明
和
四
年	

（
一
七
六
七
）
五
月	

七
十
一
歳
。『
略
解
』
を
著
す
。

　
　

明
和
八
年	

（
一
七
七
一
）
三
月	
七
十
五
歳
。『
宗
義
決
択
集
』（
明
和
版
）
の
凡
例
を
記
し
、
刊
行
す
る
。

	

　
　
　
　
　

  

十
二（
十
一
？
）月	
高
野
山
第
三
百
十
二
（
三
百
二
十
）
世
検
校
に
補
任
さ
れ
る
。

　
　

明
和
九
年	

（
一
七
七
二
）
二
月	

七
十
六
歳
。恭
礼
門
院（
一
七
四
三
―
一
七
九
五
。一
条
兼
香
の
娘
。桃
園
天
皇
の
女
御
、

後
桃
園
天
皇
の
母
）
の
薙
髪
を
奉
納
。
追
善
法
要
の
導
師
を
務
め
る
。

	

　
　
　
　
　

  

六
月	

閑
院
宮
直
仁
親
王
（
一
七
〇
四
―
一
七
五
三
。
摩
尼
浄
院
）
の
遺
物
を
奉
納
す
る
法

要
の
唱
導
師
を
務
め
る
。

　
　

安
永
元
年	

（
一
七
七
二
）
十
二
月	

伏
見
宮
貞
行
親
王
（
一
七
六
〇
―
一
七
七
二
）
の
遺
物
奉
納
の
仏
事
で
導
師
を
務
め
る
。

　
　

安
永
二
年	

（
一
七
七
三
）
六
月
七
日	

七
十
七
歳
。
天
野
社
の
輪
橋
修
繕
の
落
成
法
要
で
導
師
を
務
め
る
。

	

　
　
　
　
　

同
月
十
二
日	

惇
信
院
十
三
回
忌
大
曼
荼
羅
供
で
導
師
を
務
め
る
。
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同
月
十
四
日	

不
空
三
蔵
一
千
年
御
遠
忌
法
会
で
唱
導
師
を
務
め
る
。

　
　

安
永
三
年	

（
一
七
七
四
）
四
月
十
四
日	

七
十
八
歳
。
智
泉
大
徳
九
百
五
十
年
遠
忌
を
東
南
院
に
て
勤
修
す
る
。

	

　
　
　
　
　

同
月
二
十
日	

桜
町
院
二
十
五
回
遠
忌
の
導
師
を
務
め
る
。

	
　
　
　
　
　

七
月	

桃
園
院
十
三
回
遠
忌
の
導
師
を
務
め
る
。

	
　
　
　
　
　

八
月	

実
恵
大
徳
に
対
し
て
「
道
興
大
師
」
の
諡
号
、
勅
書
を
東
寺
に
賜
る
。

	

　
　
　
　
　

十
二（
十
一
？
）月	

検
校
職
を
辞
す
。

　
　

安
永
五
年	

（
一
七
七
六
）
七
月	

八
十
歳
。
慈
光
院
真
勝
の
委
嘱
に
よ
り
、
再
び
慈
光
院
を
兼
務
す
る
。

　

	

　
　
　
　
　

九
月	

慈
光
院
を
鳳
存
房
唯
仁
に
付
嘱
す
る
。

　
　

安
永
九
年	

（
一
七
八
〇
）
十
月
二
十
九
日	

八
十
四
歳
。
金
剛
三
昧
院
に
て
遷
化
。

　

最
期
に
、
快
弁
の
著
作
に
つ
い
て
『
国
書
総
目
録
』
を
見
る
と
、

　
　
『
弘
法
大
師
誕
生
会
式
』（
一
軸
）、

　
　
『
金
剛
峯
寺
青
巌
寺
検
校
帳
』（
二
巻
二
冊
）、

　
　
『
悉
曇
論
義
謂
立
会
釈
』（
一
冊
）、

　
　
『
持
明
院
伝
授
日
記
』（
一
帖
）、

　
　
『
十
住
心
論
義
林
鈔
』（
一
巻
）、

　
　
『
大
師
誕
生
会
祭
文
』（
一
軸
）、

　
　
『
平
座
曼
荼
羅
供
私
記　

中
院
』（
一
冊
）、

　
　
『
篇
聚
戒
要
覧
』（
一
冊
）、

　
　
『
菩
提
心
論
教
相
記
蒙
引
助
解
』（
一
冊
）

と
い
っ
た
著
作
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
回
紹
介
す
る
『
略
解
』
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
他
に
も
著
作
が
存
す
る
可
能
性

は
高
い
。
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３
．『
略
解
』
諸
本
の
書
誌
情
報

　

高
野
山
大
学
図
書
館
に
は
、『
略
解
』
の
写
本
が
四
本
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
。

　
　

㈠
、
金
剛
三
昧
院
寄
託
『
御
手
印
縁
起
略
解
』
一
冊
（
明
和
四
年
〔
一
七
六
七
〕）　

普
―
一
〇
二
コ
―
金
五

　
　
　
　
〔
外　

題
〕
御
手
印
縁
起
略
解	

＊
表
紙
右
下
「
金
剛
三
昧
院
快
辨
」
の
墨
書
あ
り
（
本
文
と
別
筆
）。
表
紙
見
返
し
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
高
野
山
大
学
図
書
館
」
の
朱
方
印
あ
り
。

　
　
　
　
〔
内　

題
〕
御
手
印
縁
起
略
解

　
　
　
　
〔
奥　

書
〕
明
和
四
年
丁
亥
五
月
日
金
剛
峯
寺
快
弁
書
于
金
剛
三
昧
院
長
老
坊

　
　
　
　
〔
墨　

点
〕
仮
名
、
返
点
、
句
点
、
合
点
、
音
合
符
、
訓
合
符
、
傍
注
、
校
合
注
、
声
点
。

　
　
　
　
〔
朱　

点
〕
仮
名
、
訓
合
符
、
校
合
注
。

　
　
　
　
〔
装
丁
等
〕
袋
綴
装
（
仮
綴
）、
寸
法　

縦
二
十
八
・
一
糎
×
横
二
十
・
三
糎
、
紙
料　

楮
紙
、
界
線
な
し
、
半
丁
八
行
、
墨
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
丁
、
表
紙
と
も　

二
二
丁　

共
紙
表
紙
。

　
　

㈡
、
増
福
院
文
庫
『
御
手
印
縁
起
略
解
』
一
冊
（
文
政
十
一
年
〔
一
八
二
八
〕
写
）　

三
十
三
―
二
十
六
―
一

　
　
　
　
〔
外　

題
〕
御
手
印
縁
起
略
觧　

長
老
坊
快
辨
記	
＊
表
紙
右
下
に
「

善
」
墨
書
あ
り

　
　
　
　
〔
内　

題
〕
御
手
印
縁
起
略
觧

　
　
　
　
〔
奥　

書
〕
明
和
四
年
丁
亥
五
月
日
金
剛
峯
寺
快
弁
書
于
金
剛
三
昧
院
長
老　
　
　
　
　

」
二
一
丁
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
筆
）
文
政
十
一
年
戊
子
五
月
与
信
堅
宥
快
聞
書
同
令
傭
筆
且
再
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訂
合
遺
後
生
披
覧
者
倚
頼
一
遍
光
明
真
言
者
也　

輝
潭
〈
善
＼
識
〉　
　
　

」
背
表
紙
裏

　
　
　
　
〔
墨　

点
〕
仮
名
、
返
点
、
合
点
、
音
合
符
、
訓
合
符
、
傍
注
、
校
合
注
。
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〔
装
丁
等
〕
袋
綴
装（
仮
綴
）、寸
法　

縦
二
四
・
二
糎
×
横
一
七
・
二
糎
、紙
料　

楮
紙
、界
線
な
し
、半
丁
八
行
、墨
付
き
二
十
一
丁
、

表
紙
と
も
二
十
三
丁
、
二
〇
丁
表
に
押
紙
。

　
　

㈢
、
三
宝
院
寄
託
『
御
手
印
縁
起
略
解　

快
辨
法
印
記
』
一
冊
（
天
保
十
二
年
〔
一
八
四
一
〕
写
）　

ゐ
―
四
四
―
一

　
　
　
　
〔
外　

題
〕
御
手
印
縁
起
略
解　

快
辨
法
印
記	

＊
表
紙
右
下
「
三
寳
院
」
墨
書
あ
り
。
表
紙
見
返
し
中
央
「
高
野
山
大
学

　

図
書
館
」
の
朱
方
印
あ
り
。

　
　
　
　
〔
内　

題
〕
御
手
印
縁
起
略
解	

＊
内
題
右
下
に
「
高
野
山
西
禅
院
之
印
璽
」
の
重
廓
朱
方
印
あ
り
。

　
　
　
　
〔
奥　

書
〕
明
和
四
年
丁
亥
五
月
日
金
剛
峯
寺
快
弁
書
于
金
剛
三
昧
院

長
老
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

于
寛
政
十
二
庚

申
八
月
増
長
院
之
本
写
得
焉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
王
院
為
蔵
本　
　
　
　
　
　
　

現
住
秀
雄
六
十
四
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
保
十
二
年
辛
丑
夏
六
月
明
王
院
以
蔵
本
写
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
等
院
現
住
増
明

　
　
　
　
〔
墨　

点
〕
仮
名
、
返
点
、
句
点
、
訓
合
符
、
傍
注
、
校
合
注
。

　
　
　
　
〔
装
丁
等
〕
袋
綴
装
（
仮
綴
）、
一
冊
、
寸
法　

縦
二
二
・
七
糎
×
横
一
六
・
二
糎
、
紙
料　

楮
紙
、
界
線
な
し
、
半
丁
八
行
、
墨

付
き
二
十
二
丁
、
表
紙
と
も
二
十
四
丁
。

　
　

㈣
、
光
台
院
寄
託
『
御
手
印
縁
起
略
解　

全
』
一
冊
（
明
治
三
十
七
年
〔
一
九
〇
四
〕
写
）　

一
―
五
五
シ
―
光
三

　
　
　
　
〔
外　

題
〕
御
手
印
縁
起
畧
解　

全

　
　
　
　
〔
共
紙
表
紙
外
題
〕
御
手
印
縁
起
略
解

　
　
　
　
〔
内　

題
〕
御
手
印
縁
起
略
解	

＊
右
下
に
「
密
門
蔵
書
」
の
重
廓
朱
方
印
二
つ
あ
り
。
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〔
奥　

書
〕
明
和
四
年
丁
亥
五
月
日
金
剛
峰
寺
快
弁
書
于
金
剛
三
昧
院
長
老
坊

	

明
治
三
十
七
五
月
上
旬
日　

壽
門
主
宥
範
前
官
の
命
を
稟
け
て

	

光
台
院
寮
舎
に
於
て
密
乗
末
資
賢
道
謹
写
畢

　
　
　
　
〔
墨　

点
〕
仮
名
、
返
点
、
句
点
、
頭
注
、
音
合
符
、
訓
合
符
、
校
合
注
、
傍
注
。

　
　
　
　
〔
朱　

点
〕
仮
名
、
傍
注
、
校
合
注
、
声
点
。

　
　
　
　
〔
装
丁
等
〕
袋
綴
装
（
四
ツ
目
綴
）、題
簽
あ
り
、寸
法　

縦
二
七
・
四
糎
×
横
一
九
・
八
糎
、紙
料　

楮
紙
、界
線
な
し
、半
丁
八
行
、

本
文　

二
十
一
丁
、
表
紙
と
も
二
十
五
丁
、
表
紙
（
紺
色
）
紗
綾
形
模
様
。

４
．『
略
解
』
諸
本
の
関
係

　

本
稿
で
は
、
先
に
触
れ
た
高
野
山
大
学
所
蔵
の
四
本
の
『
略
解
』
の
内
、
金
剛
三
昧
院
本
を
翻
刻
紹
介
す
る
。

　

と
言
う
の
も
、
①
金
剛
三
昧
院
本
『
略
解
』
の
表
紙
右
下
に
記
さ
れ
て
い
る
「
金
剛
三
昧
院
快
辨
」
の
墨
書
が
、
快
弁
自
筆
の
署
名
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
、
②
四
本
の
『
略
解
』
を
対
校
し
た
結
果
、
金
剛
三
昧
院
本
の
『
略
解
』
が
他
の
三
本
の
「
祖
本
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
で
は
、
外
題
・
本
文
の
筆
跡
と
、
返
り
点
や
送
り
仮
名
の
筆
跡
と
が
明
か
に
別
人
の
筆
跡
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
筆
跡
を
表
紙
右
下
の
署
名
「
金
剛
三
昧
院
快
辨
」
の
筆
跡
と
比
較
す
る
と
、
同
一
人
物
の
筆
跡
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
表
紙
右
下
の
署
名
の
筆
跡
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
十
月
七
日
の
奥
書
を
有
す
る
快
弁
自
筆
の

『
追
薦
問
講
表
白
』
1
7

と
筆
跡
が
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
剛
三
昧
院
本
の
『
略
解
』
は
、
別
人
に
清
書
さ
せ
た
も
の
に
、
快
弁
自

身
が
送
り
仮
名
や
返
り
点
を
加
え
て
校
訂
し
た
『
略
解
』
の
原
本
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、四
本
の
『
略
解
』
の
書
写
関
係
を
検
討
し
た
結
果
、金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
と
光
台
院
本
（
四
）、増
福
院
本
（
二
）
と
三
宝
院
本
（
三
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
系
統
の
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
で
は
、二
丁
表
に
貼
付
さ
れ
た
押
紙
に
「
案
文
伊
藤
長
胤
の
秉
燭
譚
第
五
案
款
ノ
下
可
併
見
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

光
台
院
本
（
四
）
で
は
二
丁
表
の
文
末
に
同
文
を
写
し
て
い
る
1
8
。
一
方
、
増
福
院
本
（
二
）
と
三
宝
院
本
（
三
）
は
、
と
も
に
こ
の
押

紙
の
文
を
記
し
て
お
ら
す
、
両
グ
ル
ー
プ
で
は
写
本
の
系
統
を
異
に
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
と
光
台
院
本
（
四
）
で
は
、『
御
手
印
縁
起
』
の
「
東
西
龍
臥
有
二
東
流
水
一
」
1
9

と
あ
る
箇
所
を
、

　
　

東
西
龍
臥
有
。
東
流
水
と
は
澗
道
西
よ
り
東
通
し
た
る
が
龍
の
臥
せ
る
に
似
る
と
也
2
0
。

と
註
釈
し
て
い
る
の
に
対
し
、
増
福
院
本
（
二
）・
三
宝
院
本
（
三
）
で
は
と
も
に
、
単
に
「
東
西
龍
臥
せ
る
に
似
る
と
也
。」
2
1

と
註
釈

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
東
西
龍
臥
」
と
「
龍
の
臥
せ
る
に
…
…
」
と
あ
る
「
龍
臥
」
の
重
出
に
よ
る
目
移
り
で
、
中
間
の
「
有
。
東
流
水

と
は
澗
道
西
よ
り
東
通
し
た
る
が
龍
の
臥
」
が
脱
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
増
福
院
本
（
二
）
と
三
宝
院
本
（
三
）
が
そ
の
ま
ま
転
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
の
系
統

を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
、
増
福
院
本
（
二
）
と
三
宝
院
本
（
三
）
と
は
、「
祖
本
」
を
同
じ
く
す
る
同
系
統
の
写

本
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
宝
院
本
（
三
）
に
は
、
そ
の
奥
書
に
「
于
寛
政
十
二
庚
申
八
月
増
長
院
之
本
写
得
焉
明
王
院
為
蔵
本
」
と
あ
り
、
増
長
院

の
所
蔵
す
る
『
略
解
』（
以
下
、
増
長
院
本
。
書
写
年
不
明
。
未
見
）
を
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
書
写
し
た
第
二
転
写
本
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
脱
落
は
増
長
院
本
の
段
階
で
生
じ
た
脱
落
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
増
福
院
本
（
二
）
と
三
宝
院
本
（
三
）
に
は
、
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）・
光
台
院
本
（
四
）
と
異
な
る
区
切
り
で
割
注
を
付
し
て

い
る
箇
所
が
あ
る
。

◎
増
福
院
本
（
二
）・
三
宝
院
本
（
三
）

◎
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）・
光
台
院
本
（
四
）

〈
当
（
割
注
）

時
も
僧
の
官
位
昇
進
時
は
口
宣
の
正
文
を
は
惣
在
庁
江

下
し
口
宣
の
案
文
を
は
任
官
の
僧
江

賜
ふ
よ
し
宥
快
抄
に
〉

見
へ
た
り
。
今
彼
案
文
の
…
…
2
2

〈
当
（
割
注
）

時
も
僧
の
官
位
昇
進
の
時
は
口
宣
の
正
文
を
は
総
在
庁
へ

下
し
口
宣
の
案
文
を
ば
任
官
の
僧
へ
賜
ふ
よ
し
宥
快
抄
に
見
へ

た
り
〉
今
彼
案
文
の
…
…
2
3
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、割
注
末
尾
の
「
見
へ
た
り
」
で
あ
る
。
増
福
院
本
（
二
）
と
三
宝
院
本
（
三
）
で
は
と
も
に
、こ
の
「
見
へ
た
り
」

を
割
注
で
は
な
く
平
文
と
し
て
書
写
し
て
い
る
。
一
方
、金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
と
光
台
院
本
（
四
）
で
は
、こ
れ
を
割
注
と
し
て
記
載
す
る
。

文
意
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
箇
所
は
割
注
の
「
宥
快
抄
に
」
に
続
く
文
章
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）・
光
台
院
本
（
四
）

の
方
が
、
本
来
の
形
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

と
す
れ
ば
、
増
福
院
本
（
二
）
も
、
三
宝
院
本
（
三
）
と
同
様
、
増
長
院
本
を
転
写
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
増
福
院
本

（
二
）
は
、
そ
の
奥
書
を
見
る
限
り
増
長
院
本
の
転
写
と
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
増
福
院
本
（
二
）
の
校
合
者
で
あ
る
鑁
善
は
、

増
長
院
の
院
主
で
あ
っ
た
人
物
で
も
あ
る
2
4
。
ま
た
、増
福
院
本
（
二
）
の
奥
書
に
「
文
政
十
一
年
戊
子
五
月
与
信
堅
宥
快
聞
書
同
令
傭
筆
」

と
あ
る
信
堅
と
宥
快
の
「
聞
書
」
は
、
そ
の
ど
ち
ら
も
が
同
じ
く
現
在
の
増
福
院
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
増
福
院
文
庫
蔵

の
信
堅
『
御
手
印
縁
起
聞
書
』
2
5

の
奥
書
に
は
、

　
　

文
政
第
十
龍
旅
丁
亥
八
月
中
浣
令
門
生
縷
写
後
自
手
交
合
功
畢　

野
峯
定
額
沙
門
臨
鮑
場

善
識

と
あ
り
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
八
月
に
鑁
善
が
増
長
院
の
院
主
2
6

と
し
て
門
弟
に
書
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
鑁
善
が
書
写
し
た
増
福
院
本
（
二
）
が
、
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
系
統
を
参
照
し
て
い
な
い
以

上
、
増
長
院
本
『
略
解
』
を
転
写
さ
せ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
増
福
院
本
（
二
）
お
よ
び
三
宝
院
本
（
三
）
は
、
金

剛
三
昧
院
本
（
一
）
か
ら
み
て
、
増
長
院
本
を
は
さ
ん
だ
第
二
転
写
本
・
第
三
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
略
解
』
は
、金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
を
快
弁
の
原
本
と
し
、増
長
院
本
（
第
一
転
写
本
）
を
転
写
し
た
増
福
院
本
（
二
）・

三
宝
院
本
（
三
）
の
グ
ル
ー
プ
と
、
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
を
直
接
転
写
し
た
光
台
院
本
（
四
）
2
7

な
ど
に
派
生
し
た
と
考
え
る
2
8
。

　

今
回
確
認
し
た
諸
本
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
。
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高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
本
の
転
写
関
係
（
実
線
枠
内
：
実
見
写
本 

点
線
枠
内
：
未
見
写
本
） 

金
剛
三
昧
院
本
（
一
） 

明
和
四
年
（
一
七
六
七
） 

快
弁 

 

明
王
院
蔵
本 

 

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
） 

秀
雄
（
六
十
四
・
現
住
） 

増
長
院
本
写 

三
宝
院
本
（
三
） 

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
） 

平
等
院
増
明
（
現
住
） 

明
王
院
蔵
本
写 

光
台
院
本
（
四
） 

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
） 

光
台
院
会
下
賢
道
写 

増
福
院
本
（
二
） 

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
） 

増
長
院
鑁
善
写 

（
信
堅
・
宥
快
聞
書
）
転
写
済 

 

増
長
院
蔵
本 

 

写
得
者
転
写
時
期
不
明 
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付
記本

稿
を
脱
稿
の
後
、
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
・
西
禅
院
寄
託
の
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
写
『
略
解
』
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
よ
っ

て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
奥
書
か
ら
三
宝
院
本
（
三
）
の
転
写
本
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
は
、『
略
解
』
の
書
誌
的
考
察
を
主
に
、
内
容
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
を
行
わ
な
か
っ
た
。
抑
も
、『
略
解
』
が
踏
襲
し
た
と

す
る
信
堅
、
宥
快
『
聞
書
』
は
、
部
分
的
に
引
用
さ
れ
る
も
の
の
未
だ
全
文
の
翻
刻
は
さ
れ
て
い
な
い
。

高
木
訷
元
師
が
『
続
真
言
宗
全
書
会
報
』
三
七
で
、「
こ
れ
ら
（
覚
和
、
信
堅
、
宥
快
）
の
聞
書
を
す
べ
て
本
巻
（『
続
真
』
二
六
）
に
収

録
し
え
な
か
っ
た
の
は
、
き
わ
め
て
遺
憾
で
あ
っ
た
。」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、『
御
手
印
縁
起
』
の
注
釈
書
が
高
野
山
史
上
重
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、『
略
解
』
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
木
下
、
土
居
）

1 

た
だ
し
、
今
回
紹
介
す
る
『
略
解
』
で
は
、
こ
の
手
形
を
嵯
峨
天
皇
の
御
手
印
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
懐
英
（
一
六
四
二
―
一
七
二
七
）
は
、『
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』

　

承
和
三
年
七
月
二
十
七
日
条
に
お
い
て
、
こ
の
手
印
を
「
天
皇
御
手
印
及
国
判
」
と
し
仁
明
天
皇
の
も
の
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
鳥
羽
天
皇
崩
御
（
一
一
五
六
）
の
後
、
美
福
門
院
が
東
寺
長
者
・
金
剛
峯
寺
座
主
寛
遍
（
一
一
〇
〇
―
一
一
六
六
）
に
命
じ
て
御
影
堂
に
収
め
た
「
弘
法
大
師

　

自
筆
の
遺
記
」
が
、
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
七
月
一
日
付
「
金
剛
峯
寺
官
符
等
奉
納
状
」（『
続
宝
簡
集
』
第
二
巻
、『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
一
「
高
野
山
文
書
」
二
、

　

一
三
二
―
一
三
五
頁
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
、

　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　

奉
納　
　
　

官
符
絵
図
御
記
文
等

　
　

一
高
野
絵
図
一
帖

　
　
　

弘
仁
七
年
七
月
八
日
大
（
太
？
）
政
官
符
一
通

　
　
　

弘
仁
七
秊
七
月
廿
八
日
国
判

　
　
　

承
和
元
秊
十
一
月
十
五
日
大
師
御
遺
告
文
一
通

　
　
　

延
暦
十
九
年
九
月
十
六
日
宣
命
文
一
通
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高
野
絵
図
一
幅
〈
国
印
七
箇
所
〉

　
　
　

承
和
三
年
七
月
廿
七
日
国
判
〈
国
印
一
所
〉

　
　
　
　
　

已
上
、
件
文
等
被
書
具
絵
図
、

　
　

一
山
絵
図
一
帖

　
　
　

弘
仁
七
秊
七
月
八
日
大
政
官
符
一
通
〈
在
大
師
御
手
印
四
箇
印
＼
国
印
三
箇
所
〉

　
　
　

弘
仁
七
年
七
月
廿
八
日
国
判

　
　
　

当
山
四
至
注
文
三
通

　
　
　

山
絵
図
一
幅
〈
在
国
判
八
箇
所
〉

　
　
　

承
和
元
秊
九
月
十
五
日
大
師
御
記
文
一
通
〈
大
師
御
位
暑
（
署
？
）
御
名
并
＼
御
手
印
四
箇
所
在
之
〉

　
　
　
　

承
和
三
秊
七
月
廿
七
日
国
判
文
一
通
〈
国
印
六
箇
所
＼
裏
楨
尾
僧
都
判
被
加
之
〉

　
　

一
高
野
住
山
料
御
遺
記
文
一
通

　
　
　

承
和
二
年
三
月
十
五
日
御
遺
告
一
通
〈
在
大
師
御
名
＼
相
副
国
判
〉（
以
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
山
絵
図
等
に
捺
さ
れ
た
手
形
は
、「
大
師
御
手
印
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
懐
英
の
『
高
野
春
秋
』
で
の
見
解
を
疑
問
視
す
る
意
見
も

出
さ
れ
て
い
る
（
和
多
秀
乘
・
田
寺
俊
慶
「
遺
告
・
遺
戒
類
」
解
説
、『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
七
巻
、
四
八
四
―
四
八
五
頁
）。
な
お
、
こ
の
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）

七
月
一
日
付
「
金
剛
峯
寺
官
符
等
奉
納
状
」
は
、『
御
手
印
縁
起
』
の
記
録
上
の
初
出
と
さ
れ
る
。

2 『
御
手
印
縁
起
』の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、①
平
治
元
年（
一
一
五
九
）頃
、②
寛
弘
元
年（
一
〇
〇
四
）か
そ
の
直
前
、寛
治
二
年（
一
〇
八
八
）の
三
説
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、

①
江
頭
恒
治
『
高
野
山
領
荘
園
の
研
究
』、
一
八
―
三
九
頁
、
有
斐
閣
、
一
九
三
九
年
（
初
出
、
一
九
三
一
年
）。

②
赤
松
俊
秀
「
高
野
山
御
手
印
縁
起
に
つ
い
て
」、
一
四
二
―
一
五
七
頁
、
和
多
秀
乘
・
高
木
訷
元
編
『
弘
法
大
師
と
真
言
宗
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
（
初
出
、

一
九
五
九
年
）。

③
小
山
靖
憲
「
高
野
山
御
手
印
縁
起
の
成
立
」、
五
五
―
七
六
頁
、
安
藤
精
一
先
生
退
官
記
念
会
編
『
和
歌
山
地
方
史
の
研
究
』、
同
記
念
会
、
一
九
八
七
年
。

に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
④
武
内
孝
善
先
生
の
「
御
手
印
縁
起
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」（
六
一
―
一
〇
九
頁
、『
密
教
学
研
究
』
第

二
七
号
、一
九
九
五
年
）
で
は
、寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
九
月
二
十
五
日
付
太
政
官
符
、寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
十
月
十
一
日
付
金
剛
峯
寺
解
状
案
、同
五
年
（
一
〇
〇
八
）

十
月
二
十
七
日
付
金
剛
峯
寺
帖
案
な
ど
の
検
討
か
ら
、『
御
手
印
縁
起
』
は
、
寛
弘
元
年
の
「
石
垣
荘
と
阿
帝
河
荘
を
め
ぐ
る
紛
争
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
」
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

3 「『
遺
告
諸
弟
子
等
』
解
説
」、
八
三
二
頁
、『
弘
全
』
二
、
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
六
五
年
。
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4 

な
お
、
森
田
龍
僊
師
は
「
御
遺
告
及
び
御
手
印
縁
起
の
研
究
」（
上
編
）
の
中
で
、

私
に
御
影
堂
宝
庫
安
置
（
現
今
は
霊
宝
館
に
蔵
す
）
の
御
遺
告
部
類
を
拝
見
す
る
に
合
計
十
四
本
あ
る
が
、
こ
の
な
か
三
本
は
二
十
五
ヶ
條
御
遺
告
（
以
下
道
猷
の
命

名
に
准
じ
て
便
宜
こ
れ
を
大
遺
告
と
称
す
）
の
種
類
で
あ
り
、
十
一
本
は
御
手
印
縁
起
の
種
類
で
あ
る
。

と
述
べ
、昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）時
点
で
は
、十
一
本
の「
御
手
印
縁
起
」と「
御
遺
告
」が
高
野
山
霊
宝
館
に
有
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
十
一
本
目
に
つ
い
て
は
、

「
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
月
」
の
『
遺
告
諸
弟
子
等
』
の
写
本
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
森
田
龍
僊
「
御
遺
告
及
び
御
手
印
縁
起
の
研
究
」（
上
編
）、十
三
頁
、『
密

教
研
究
』
第
七
五
号
、
一
九
四
〇
年
）。

5 『
集
記
』、『
弘
全
』
二
、八
三
二
―
八
三
四
頁
＼
『
真
偽
弁
』、『
弘
全
』
二
、八
四
五
―
八
四
七
頁
。

6 

同
右
、
八
三
三
頁
＼
同
右
、
八
五
二
―
八
五
五
頁
。

7 

森
田
龍
僊
「
御
遺
告
及
び
御
手
印
縁
起
の
研
究
」（
下
編
）、
七
一
―
七
四
頁
、『
密
教
研
究
』
第
七
六
号
、
一
九
四
一
年
。

8 

同
右
、
七
三
頁
。

9 

水
原
堯
栄
「
御
遺
告
并
御
手
印
縁
起
に
就
い
て
」、
七
六
―
一
一
五
頁
、『
密
教
研
究
』
第
七
七
号
、
一
九
四
二
年
。
こ
の
論
考
の
中
で
水
原
師
は
、

斯
書
の
内
容
に
つ
き
て
も
註
釈
書
に
於
て
、
実
運
─
尚
祚
─
信
竪

（
マ
マ
）─

頼
瑜
─
覚
和
─
宥
快
─
快
全
─
祐
宣
─
長
海
─
快
尊
─
契
沖
─
浄
印
─
恵
光
─
賢
光
─
英
寂
─

長
弁
─
覚
道
─
鑁
善
─
得
仁
─
体
仁
・
学
与
・
道
猷
・
憲
道
─
剛
寶
な
ど
あ
れ
ど
、
尚
祚
・
頼
瑜
・
宥
快
の
註
釈
書
等
の
説
以
外
に
い
で
ず
、
伝
統
的
相
承
説
に
染
執

せ
る
も
の
の
ほ
か
は
孫
引
き
的
に
文
字
の
羅
列
に
と
ど
ま
れ
る
恨
み
あ
り
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
註
釈
書
類
の
作
者
の
中
に
快
弁
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
水
原
師
の
論
考
自
体
、
本
文
中
で
「
こ
の
未
定
稿
を
催
促
急
な
る
ま
ゝ
に
差
し
出

す
こ
と
ゝ
せ
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
未
定
稿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
未
見
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

1
0 『
真
偽
弁
』、『
弘
全
』
二
、八
五
三
頁
。

1
1 『
略
解
』
十
一
丁
表
六
行
目
。
十
八
丁
表
八
行
目
。

1
2

高
野
山
大
学
図
書
館
蔵　

増
福
院
寄
託
『
御
手
印
縁
起
聞
書
』（
三
三
─
三
三
─
一
）
に
、「
伊
弉
諾
伊
弉
冊
尊
の
御
子
ニ
テ

御
マ
シ
マ
ス
カ

故
ニ
二
親
ノ
御
讓
ノ
分
ヲ
大
師
ニ
付
属
シ
下
フ
カ
故
ニ

至
二
南
海
ニ一

也
。
誉
田
ノ
天
皇
ノ
定
玉
フ
ハ
人
王
十
六
代
ノ
時
也
。
此
時
熊
野
権
現
異
国
ヨ
リ
我
朝
ニ
来
臨
シ
下
フ
。
…
…
」
四
丁
裏
、
七
行
目
―
。「
是
ハ
大
師
御
入
定
已
後
ノ
年
号
也
。

仍
大
師
御
入
定
ノ
後
、
御
弟
子
ノ
中
ニ
又
重
テ
国
判
ヲ
申
サ
ル
ヽ
欤
。」
三
丁
裏
、
一
―
三
行
目
。
と
あ
る
に
よ
る
。

1
3 『
芳
野
拾
遺
物
語
』
に
は
、『
群
書
類
従
』
第
二
七
輯
（
五
一
四
頁
―
五
四
八
頁
）『
芳
野
拾
遺
』
二
巻
本
の
系
統
と
、こ
れ
に
二
十
九
話
を
増
補
し
た
貞
享
四
年
（
一
八
六
八
）

刊
の
三
巻
本
が
あ
り
、『
略
解
』
引
用
の
「
高
野
山
御
幸
の
事
」
は
三
巻
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

又
、
三
巻
本
は
、
国
史
研
究
会
編
『
国
史
叢
書
―
安
見
太
平
記 

芳
野
拾
遺
物
語 

櫻
木
物
語 
三
人
法
師 

細
々
要
記 

底
倉
之
記
―
』、
五
二
頁
―
一
四
三
頁
、
国
史
研
究
会
、

一
九
一
六
年
。
所
収
、
該
当
部
は
、
一
四
〇
頁
―
一
四
一
頁
。『
同
書
』
二
頁
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
二
巻
本
を
善
本
と
し
、
三
巻
本
を
流
布
本
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
固
よ
り

一
の
小
説
な
れ
ば
、事
実
に
於
い
て
は
、深
く
論
ず
る
迄
も
な
く
、取
捨
は
読
者
の
活
眼
に
任
ず
る
も
の
な
り
。」
と
評
す
る
よ
う
に
歴
史
的
事
実
と
は
、異
な
る
も
の
で
あ
る
。
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1
4 『
真
偽
弁
』（『
弘
全
』
二
、八
五
三
頁
―
八
五
四
頁
）
に
は
、「
又
略
解
ニ
快
弁
引
テ二

四
巻
ノ
吉
野
拾
遺
ヲ
云
…
…
今
被
二
閲
ス
ル
ニ

大
日
本
史
一
八
六
十
後
醍
醐
帝
吉
野
ノ
行
幸
ハ
建
武
三
年
十
二
月
二
十
二
日
也
。
…
…
略
解
所
引
ノ
拾
遺
并
ニ
春
秋
ノ
説
共
ニ
不
審
也
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
詳
し
く
は
、
森
田
前
掲
論

文
「
ほ
、
後
醍
醐
帝
と
御
手
印
縁
起
」（
三
七
頁
―
四
四
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
又
、
こ
の
批
判
の
主
た
る
原
因
は
、
体
仁
が
塙
保
己
一
を
は
じ
め
と
し
た
考
証
主
義
的
な

歴
史
研
究
成
果
に
依
り
え
た
と
い
う
こ
と
が
、
多
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
久
保
田
収
「
高
野
山
に
お
け
る
歴
史
研
究
」（
二
二
頁
―
四
二
頁
、『
密
教
文
化
』
第
三
六
・
三
七
合
併
号
、
一
九
五
六
年
。）
で
指
摘
す
る
様
に
、

近
世
高
野
山
の
歴
史
研
究
に
お
け
る
天
保
頃
の
史
料
研
究
の
発
達
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
事
例
で
あ
る
。

1
5

日
野
西
真
定
『
野
山
名
霊
集
』
巻
三
「
御
幸
の
事
」（
一
五
八
頁
―
一
五
九
頁
、
名
著
出
版
、
一
九
七
九
年
。）
に
「
後
醍
醐
天
皇
ハ
建
武
二
年
十
二
月
に
吉
野
の
内
裏
よ

り
竊
に
御
幸
な
ら
せ
玉
ひ
、
御
廟
堂
御
供
養
の
後
、
金
剛
三
昧
院
に
入
御
有
て
、
…
…
吉
野
拾
遺
に
云
、
後
醍
醐
天
皇
吉
野
の
内
裏
を
し
の
ひ
出
さ
せ
玉
ひ
て
、
…
…
一

軸
三
跡
の
巻
物
と
な
さ
る
下

略
、
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
『
吉
野
拾
遺
』
を
引
い
て
い
る
。

1
6

水
原 

前
掲
論
文
（
註
９
）、
七
七
―
七
八
頁
。

1
7

金
剛
三
昧
院
寄
託
・
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
。
普
九
四
―
ツ
金
―
二
六
。

1
8

光
台
院
本
の
二
丁
表
（
二
行
目
か
ら
）
に
は
、

　
　
　

大
政
官
符
紀
伊
国
司　

案
文　

内
印
十
七
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
よ
り
下
の
弘
仁
七
年
七
月
八
日
と
い
ふ
に
至
る
ま
て
は
初
に
大
政
官

符
の
文
を
出
す
也
是
す
な
は
ち
大
師
表
文
を
捧
て
山
地

を
請
求
ら
る
ゝ
に　

勅
許
あ
り
け
る
故
大
政
官
よ
り
紀
伊

国
司
の
方
へ
此
符
文
を
下
し
給
ふ
な
り
傍
に
案
文
と
有
は

大
政
官
の
官
符
の
し
た
か
き
の
こ
と
な
り
此
案
文
を
直
に
大
師

の
許
へ
下
さ
る
ゝ
な
り　

案
文
伊
藤
長
胤
の
秉
燭
譚
第
五
案
款
の
下
可
併
見

　

 

と
あ
り
、
金
剛
三
昧
院
本
の
押
紙
が
本
文
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

1
9『
御
手
印
縁
起
』、『
定
弘
全
』
七
、三
三
八
頁
。

2
0

金
剛
三
昧
院
本
（
一
）、
十
三
丁
裏
六
・
七
行
目
＼
光
台
院
本
（
四
）、
十
三
丁
裏
四
・
五
行
目
。

2
1

増
福
院
本
（
二
）、
十
五
丁
裏
三
行
目
＼
三
宝
院
本
（
四
）
十
六
丁
裏
三
行
目
。

2
2

増
福
院
本
（
二
）
二
丁
裏
一
行
目
―
三
行
目
＼
三
宝
院
本
（
三
）
二
丁
裏
一
行
目
―
三
行
目
。
但
し
「
江
」
を
「
へ
」
に
作
る
。

2
3

金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
二
丁
表
七
行
目
―
八
行
目
＼
光
台
院
本
（
四
）
二
丁
裏
一
行
目
―
二
行
目
。

2
4「
輝
潭
」（『
解
題
』、『
続
真
』
四
二
、二
八
五
頁
）
の
項
を
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。
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輝　
潭　
江
戸
後
期

江
戸
後
期
の
高
野
山
の
僧
。
諱
は
鑁
善
、
輝
潭
は
字
号
。
三
車
四
車
諸
家
異
説
に
は
、「
西
播
沙
門
輝
潭
記
」
と
あ
り
、
生
国
は
播
磨
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
歴
は
詳
ら

か
で
は
な
い
が
、
高
野
山
増
長
院
の
院
主
で
あ
り
日
光
院
を
兼
任
す
る
。
又
神
道
に
も
精
通
し
て
お
り
、
伊
勢
神
道
萩
原
流
で
あ
っ
た
こ
と
が
神
道
見
聞
録
か
ら
う
か

が
え
、
神
道
伝
授
を
行
っ
た
。
文
化
十
四
年
東
播
磨
、
文
政
二
年
に
は
河
内
方
面
で
神
道
を
講
じ
る
。
著
書
に
右
記
の
書
の
他
に
、
本
書
全
収
載
の
現
図
曼
荼
羅
略
要

二
巻
、
外
に
華
厳
教
主
、
華
厳
五
教
章
玄
談
、
金
剛
錍
論
玄
談
、
十
不
二
門
指
要
鈔
玄
談
、
四
明
十
義
書
玄
潭
（
マ
マ
）、

神
道
伝
授
記
天
台
円
宗
相
承
法
門
図
記
、
法
華
経
入

疏
玄
談
、
法
華
教
主
、
法
華
玄
義
懸
談
、
法
華
日
記
、
法
華
本
門
私
秘
録
、
法
華
本
門
私
（
マ
マ
）要

鈔
、
吉
田
神
社
考
等
多
数
が
存
す
る
。（
大
山
公
淳
著
作
集
第
六
巻
、
国

書
総
目
録
、
各
著
書
奥
書
）

2
5

大
学
図
書
館
蔵　

増
福
院
寄
託　
『
御
手
印
縁
起
聞
書
』（
三
三
─
三
四
─
一
）
参
照
の
こ
と
。

2
6

臨
鮑
場
と
は
増
長
院
の
堂
宇
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
『
紀
伊
続
風
土
記　

高
野
山
之
部
』
巻
四
（『
続
真
』
三
七
、四
七
七
頁
―
四
七
九
頁
）
の
「
増
長
院
」

の
項
を
参
照
の
こ
と
。

2
7

た
だ
し
、光
台
院
本
（
四
）
に
は
、原
本
と
推
定
さ
れ
る
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
や
別
系
統
の
増
福
院
本
（
二
）
に
も
あ
る
文
字
が
脱
落
し
て
い
る
。
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）

三
丁
表
四
行
目
や
増
福
院
本
（
二
）
三
丁
表
七
行
目
に
「
天
下
に
十
人
の
名
匠
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、光
台
院
本
（
四
）
三
丁
表
六
行
目
で
は
「
天
下
に
名
匠
」
と
記
し
、「
十

人
」
が
脱
落
し
て
い
る
。

2
8

今
回
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
略
解
』
諸
本
の
中
で
の
み
、
そ
の
関
係
を
考
察
し
た
が
、
さ
ら
に
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
の
転
写
本
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
翻
刻
す
る
金
剛
三
昧
院
本
（
一
）
が
、
快
弁
の
校
合
本
で
あ
る
か
ど
う
か
、
よ
り
確
実
な
判
断
を
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
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【
資
料
紹
介
】

高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
・
金
剛
三
昧
院
寄
託
『
御
手
印
縁
起
略
解
』　
　

（
表
紙
）

「

金
剛
三
昧
院
快
弁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

御
手
印
縁
起
略
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

〈
凡
例
〉

一
、
改
行
等
は
原
本
通
り
と
し
た
。

二
、
異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
「
金
剛
峯
寺
」
な
ど
固
有
名
詞
に
関
す
る
異
体
字
は
原
本
通
り
と
し
た
。
ま
た
、

表
示
で
き
な
い
文
字
は
「

〓

」
で
表
示
し
、
注
記
で
形
を
示
し
た
。

三
、
割
注
は
、〈　

〉
で
表
記
し
た
。
割
注
の
改
行
箇
所
に
は
「
＼
」
を
挿
入
し
、
こ
れ
を
示
し
た
。

四
、
句
読
点
は
原
本
通
り
と
し
た
。
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御
手
印
縁
起
略
解

凡
此
一
軸
は
弘
法
大
師
高
野
山
金
剛
峯
寺
を
草
創
し

た
ま
ふ
縁
起
を
し
る
せ
る
文
な
り
。
大
師
手
つ
か
ら
此
縁
起

を
書
た
ま
ひ
永
く
後
世
に
遺
し　

聖
朝
の
恩
徳
を
不

朽
に
伝
え
む
た
め
に　

朝
庭
に
奏
聞
し
て

天
皇
の
御
手
印
を
申
請
た
ま
ふ
も
の
な
り
さ
れ
は　

御
手
を

朱
に
染
た
ま
ひ
御
手
形
を
捺
さ
せ
た
ま
ふ
高
野
の
縁
起
な
れ
は

御
手
印
縁
起
と
い
ひ
伝
え
た
る
な
り
。
し
か
る
此
外
に
又
是
に
類
せ
る	

」
一
丁
オ

文
二
本
有
一
本
は
初
に
遺
告
真
然
大
徳
等
と
あ
り
是
は
承

和
二
年
三
月
十
五
日
の
遺
告
な
り
一
ノ
本
は
初
に
官
符
を
出
し

次
に
遺
告
住
山
弟
子
等
と
あ
り
此
二
本
は
共
に
遺
告
な
り
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是
又
大
師
の
親
書
な
り
但　

御
手
印
は
な
し
し
か
れ
は
惣

し
て
三
本
有
今
は
御
手
印
縁
起
の
本
に
就
て
解
す

此
一
巻
の
内
五
段
有
初
に
大
政
官
符
を
出
し（
次国

符
ノ
下に
国
符
を

出
し（
次吾

上
登
日
ノ
下

に
山
地
の
四
至
を
明
し
次
に
図
画
を
も
て
境
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
示
し（
後葱

嶺
ノ
下に

山
の
形
勝
を
叙
て
住
居
の
本
懐
を
顕
す
な
り	

」
一
丁
ウ

大
政
官
符
紀
伊
国
司　
案
文　

内
印
十
七
所

此
よ
り
下
の
弘
仁
七
年
七
月
八
日
と
い
ふ
に
至
る
ま
て
は
初
に

大
政
官
符
の
文
を
出
す
也
是
す
な
は
ち
大
師
表
文
を
捧
て

山
地
を
請
求
ら
る
ゝ
に　

勅
許
あ
り
け
る
故
大
政
官
よ
り
紀
伊

国
司
の
方
へ
此
符
文
を
下
し
給
ふ
な
り
傍
に
案
文
と
有
は

大
政
官
の
官
符
の
し
た
か
き
の
こ
と
な
り
此
案
文
を
直
に
大
師
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の
許
へ
下
さ
る
ゝ
な
り
〈
当
時
も
僧
の
官
位
昇
進
の
時
は
口
宣
の
正
文
を
は
＼
惣
在
庁
へ
下
し
口
宣
の
案
文
を
は
任
官
の
僧
へ
賜
ふ

よ
し
宥
快
＼
抄
に
見
へ
た
り
〉
今
彼
案
文
の
ま
ゝ
を
写
し
た
ま
ふ
な
り
そ
の
下
に
内
印	

」
二
丁
オ

十
七
所
と
あ
る
は
御
手
印
の
数
を
い
ふ
に
非
す
国
判
の
数
也

此
巻
の
終
に
承
和
三
年
七
月
廿
七
日
国
判
と
あ
り
是
国
司

の
判
な
る
へ
し
。
蓋
大
師
入
定
の
後
弟
子
僧
等
国
判
を

申
請
ら
る
ゝ
な
ら
ん
と
宥
快
記
に
云
り
。
且
内
印
十
七
所
の
筆

勢
大
師
の
真
筆
に
異
な
り
と
い
え
り

空
地
壱
処
在
二
伊
都
ノ
郡
以‐
南
深
山
ノ
中
ニ一

名
テ
曰
二
高
野
ト一

四
至
四
方
高
山

是
は
今
請
と
こ
ろ
の
山
地
を
惣
し
て
標
し
挙
る
な
り	

」
二
丁
ウ

此
四
至
四
方
の
事
下
の
文
に
あ
り

※
二
丁
オ
モ
テ
に
押
紙

有
り
。【
押
紙
】「
案
文

伊
藤
長
胤
の
秉
燭
譚
第

五
案
款
ノ

下
可
併
見
」（
縦

十
五
糎
×
横
一
・
九
糎
）
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右
得
ル
ニ

二

僧
綱
ノ
牒
ヲ一

偁イ
ハ

ク
十
禅
師
空
海
牒
乄
云
ク

是
は
大
師
の
表
文
を
惣
し
て
標
す
る
な
り
。
十
禅
師

と
は
天
下
に
十
人
の
明名

匠
を
択
ひ
揚
て
禅
師
と
す

今
空
海
も
其
内
の
一
人
な
る
故
に
十
禅
師
と
い
ふ
な
り
。

牒
と
は
上
表
の
文
を
い
ふ
。
性
霊
集
〈
高
雄
の
＼
真
済
撰
〉
第
九
巻
に

載
た
り
於
二
紀
伊
国
伊
都
ノ
郡
高
野
ノ
峯
ニ一

被ル
ヽ

ㇾ
請
＿二

乞
入
定
ノ
所
ヲ一

表
と
題
す
る
一
篇
な
り	

」
三
丁
オ

耆
闍
ノ
峻
嶺
ニ
ハ
能
仁
ノ
之
迹
不
ㇾ
絶
へ
孤
岸
ノ
奇
峯
ニ
ハ
観
世
ノ
之

蹤
相
＿

続
ク
尋
ル
ニ

二

其
ノ
所
由
ヲ一

地
勢
自ヲ

爾
リ

是
よ
り
下
の
早
答
国
恩
者
と
い
ふ
に
至
る
ま
て
は
上
表
の

牒
の
文
を
出
す
な
り
但
し
今
は
要
を
と
つ
て
略
し
て
挙
る

「
明
」
の
右
の
「
名
」
は

朱
書
き
。
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な
り
。
表
文
に
は
今
挙
る
文
の
前
後
に
幾
許
の
文
あ
り

具
文
ニ
云
沙
門
空
海
言マ

フ
ス

空
海
聞
ク
山
高
寸
ハ
則
雲
雨
潤
シㇾ

物
ヲ
水
積
ル
寸
ハ
則

魚
龍
産
化
ス
是
ノ
故
ニ
耆
闍
ノ
峻
嶺
ニ
ハ
等
と
有
。
地
勢
自
爾
の
下
に

又
有
リ
台
嶺
ノ
五
寺
ニ
ハ
禅
客
比
へㇾ

肩
ヲ
天
山
ノ
一
院
ニ
ハ
定
侶
連
ヌㇾ

袂
ヲ
是
レ	

」
三
丁
ウ

則
チ
国
ノ
之
宝＿
民
ノ
之
梁
也ナ

リ

と
あ
り
。
今
の
文
ノ
内
耆
闍
と
は
梵
語

な
り
具
に
は
耆
闍
崛
山
と
い
ふ
翻
訳
し
て
霊
鷲
山
と
い
ふ
な
り
。

能
仁
と
は
梵
語
に
釈
迦
と
い
ふ
を
訳
し
て
能
仁
と
い
ふ
。
孤
岸
は
補

陀
洛
山
の
事
な
り
補
陀
洛
此
方
に
は
孤
絶
処
と
い
ふ
故
に
孤
岸
と

い
ふ
。
惣
し
て
の
意
の
い
は
く
釈
迦
如
来
霊
鷲
山
に
て
説
法
し

た
ま
ひ
観
音
大
士
補
陀
洛
山
に
迹
を
垂
た
ま
ふ
皆
＿

是
名
山

霊
崛
を
所
居
と
し
給
ふ
は
誠
に
其
地
霊
な
れ
は
人
も
傑
な
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る
い
は
れ
な
り
と
ぞ	

」
四
丁
オ

聖
朝
歴
代
ノ
皇
王
留
玉
へ
リ

ニ　

心
ヲ
仏
法
ニ一

金
刹
銀
台
櫛
ノ
如
ニ
比
ヒ二

朝
野
ニ一

談
義
ノ
龍
象
毎
ニㇾ

寺
成
スㇾ

林
ヲ
法
ノ
之
興
隆
於
ㇾ
是
足タ

ン

ヌ
矣

是
は
我
朝
仏
法
伝
り
し
よ
り
以
来
仏
寺
の
興‐

造
。
法
の
紹

隆
乏ト

ホ

し
か
ら
さ
る
こ
と
を
明
す
也
。
表
文
に
は
伏
テ
惟
ミ
レ
ハ
我
カ
朝
歴

代
等
と
有
推
古
天
皇
よ
り
後
代
々
の
帝
王
仏
法
に
帰
依

し
ま
し
ま
す
と
な
り
。
金
刹
の
刹
は
塔
を
い
ふ
。
朝
野
は
都
鄙

と
い
ふ
と
同
し
。
櫛
比
は
多
く
連
な
る
譬
な
り
。
龍
象
と
は

智
徳
勝
れ
た
る
僧
徒
を
龍
象
に
た
と
ふ
る
な
り
。
一
段
の
意
は	

」
四
丁
ウ

我
朝
代
々
の
帝
仏
法
を
信
し
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
金
銀
を
ち
り

ば
め
て
造
り
営
せ
給
ふ
宝
塔
仏
殿
都
鄙
に
甍イ

ラ
カ

を
並
べ
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法
義
を
談
論
す
る
徳
行
の
衆
僧
何
れ
の
寺
に
も
林
の
如
く

多
け
れ
は
仏
法
の
興
隆
足
さ
る
所
な
し
と
な
り

但
深
峯
ニ
乏
シ
ク

二

四
禅
ノ
客
一
窮
巌
ニ
希マ

レ
ナ
ル
ヿ
ハ

二　
　

入
定
ノ
賓
一
実
ニ
是
レ
禅
教

未
タㇾ（
儔

ツ
タ
ハ
ラ住
処
不
ル
カ

二

相
応
セ一

之
所
ナ
リ

ㇾ

致
ス
也

　

    

伝
〈
本
文
〉

此
一
段
は
入
定
坐
禅
の
行
者
希
な
る
こ
と
を
明
す
。
但
と
は

表
文
に
は
但
タ
恨
ム
ラ
ク
ハ
と
あ
り
。
深
峯
は
本
文
に
は
高
山
深
嶺
と	

」
五
丁
オ

い
ふ
。
窮
巌
も
幽
藪
窮
巌
と
あ
り
。
四
禅
と
は
色
界
の

四
禅
天
の
定
を
修
す
る
な
り
。
謂
く
上
に
い
ふ
こ
と
く
仏
寺

都
鄙
に
多
く
談
義
の
僧
侶
み
ち
〳
〵
た
れ
と
も

深
山
巌
崫
に
籠
り
て
禅
定
を
修
習
す
る
輩
少

き
事
は
禅
定
の
教
法
伝
ら
す
其
人
な
き
故
に
名
山
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霊
崫
も
徒
に
聳ソ

ビ

ヘ
た
る
ば
か
り
な
る
こ
そ
恨
な
れ
と
也

準
ス
ル
ニ

二　

禅
経
ノ
説
ニ一

件
ノ
地
尤
宜
シニ

修
禅
ニ一

今
思
ハ
ク
上
ミ
ハ
奉ヲ

ン
＿二

為タ
メ　

国
家
ノ一

下
モ
ハ

為
ニ二

諸
ノ
修
行
者
ノ一

芟カ

リ＿二

荑タ
イ
ラケ
テ
荒
藪
ヲ一

建
二
立
セ
ン
ト
修
禅
ノ
一
院
ヲ一	

」
五
丁
ウ

此
一
段
は
正
し
く
今
入
定
所
を
乞
請
ん
と
ね
か
ふ
本
意
を

述
る
な
り
。
禅
経
と
は
惣
し
て
禅
定
の
修
行
を
説
た
る

経
を
さ
し
て
云
。
或
説
に
云
く
是
正
し
く
大
日
経
を
指
な
り

彼
経
の
具
縁
品
に
云
行
者
悲
念
ノ
心
当
ニ　シ

三

為
メ
ニ
択
フニ

平
地
ト
山
林
ノ

多
キニ

華
菓
一
悦
意
ノ
諸
ノ
清
泉
ト
諸
仏
ノ
所
二
称
嘆
シ
玉
フ

一　

応
ㇾ
作
二
円　

壇
ノ
事
ヲ一

又
云
智
者
蒙
リ二

師
ノ
印
可
ヲ一

已
ラ
ハ
依
テ下

於
地
分
ノ
所
ノㇾ

宜
キ
処

妙
仙
ト
補
峯
半
巌
ノ
間
ト
種
々
龕
崫
両
山
ノ
間
ト
ニ

上

於
二
一
切
時
ニ一

得
二

安
穏
ヲ
文

一

此
文
に
よ
り
て
云
と
。
件
地
と
は
高
野
山
○を

指
て
云	

」
六
丁
オ
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但
し
是
も
意
を
取
て
書
た
る
な
り
。
表
の
具
ナ
ル
文
ニ
云
今
准
ス
ル
ニ

二　

禅

経
ノ
説
ニ一

深
山
平
地
尤
宜
シニ

修
禅
ニ一

空
海
少
年
ノ
日
好
テ
渉
＿二

覧
シ
キ

山
水
ヲ一

従
リ二

吉
野
一
南
ニ
行
ク
ヿ
一
日
更
ニ
向
テㇾ

西
ニ
去
ル
ヿ
両
日
程
ニ
乄
有
リ二

平
原
ノ

幽
地
一
名
テ
曰
フ二

高
野
ト一

計
ル
ニ
当
レ
リ

二

紀
伊
ノ
国
伊
都
ノ
郡
ノ
南
ニ一

四
面
高

嶺
人

‐

蹤
絶タ

ヘ
タ
リ

ㇾ

蹊ミ
チ

今
思
ハ
ク
上
ハ
奉
＿二

為
メ　

国
家
ノ一

下
ハ
為
メ
ニ

二

諸
ノ
修
行
者
ノ一

芟
リ
＿二

荑
ケ
テ
荒
藪
ヲ一

聊
建
二
立
セ
ン
ト
修
禅
ノ
一
院
ヲ一

是
等
を
略
し
て

い
ふ
な
り
。
国
家
と
は
惣
し
て
王
土
を
さ
し
て
い
ふ
。
下
の
文

に　

国
皇
の
福
を
饒
に
せ
ん
と
い
ふ
と
意
同
し	

」
六
丁
ウ

経
ノ
中
ニ
有
リㇾ

誡
山
河
地
水
ハ
悉
ク
是
レ
国
王
ノ
有
也ナ

リ

若
比
丘
受
＿二

用
ス
レ
ハ
他
ノ
不
ルレ

許
サ
物
ヲ一

即
チ
犯
ス二

盗
罪
ヲ一

者テ
ヘ
リ

加シ
カ
ノ
ミ＿

以ナ
ラ
ズ

法
ノ
之
興
廃
悉
ク
繋
レ
リ

二

天
心
ニ一

若
ハ
大
若
ハ
少
不
二
敢
テ
自
由
ナ
ラ

一

望
ミ
＿

請
フ
蒙
テㇾ

賜
ハ
ル
ヿ
ヲ

二　
　

彼
ノ
地
ヲ一

早
ク
答
セ
ン

二
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国
恩
ヲ一

者テ
ヘ
リ

此
一
段
の
内
先
は
今
表
を
捧
て
山
地
を
乞
の
由
を
い
ふ
。

経
中
と
は
心
地
観
経
曰
於
二
其
ノ
国
界
ニ一

山
河
大
地
尽
ス
マ
テ

二　

大
海

際
ヲ一

属
ス二

于
国
王
ニ一

そ
の
外
処
々
に
此
意
有
。
比
丘
受
用
他

不
許
物
犯
盗
罪
と
は
凡
一
切
の
物
領‐

知
す
る
主ヌ

シ

な
き
物
は	

」
七
丁
オ

取
リ＿

用
ゆ
れ
と
も
過
な
し
有
主
の
物
を
は
乞
受
ず
し
て
受

用
す
れ
は
偸
盗
戒
を
犯
す
に
な
る
と
諸
律
の
戒
経
に
説

け
り
。
さ
れ
は
今
す
で
に
山
河
等
は
国
王
の
領
し
給
ふ
処

な
れ
は
乞
ヒ＿

請
奉
る
と
な
り
。
加
以
と
は
そ
の
上
法
の
興
隆
す

る
も
廃
捨
せ
ら
る
ゝ
も
皆　

天
子
の
御
心
に
よ
る
こ
と

な
れ
は
物
の
大
小
に
よ
ら
す
自
由
に
受
用
す
べ
き
に
非
さ
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る
か
故
に
表
を
捧
奉
る
と
な
り
。
望
請
と
い
ふ
下
正
し
く

山
地
を
下
し
賜
ら
ん
こ
と
を
乞
辞
な
り
。
是
又
今
は
略
し
て	

」
七
丁
ウ

挙
る
な
り
表
の
具
文
に
は
望
ミ＿

請
フ
蒙
ツ
テ

ㇾ

賜
ハ
ル
ヿ
ヲ

二　
　

彼
ノ
空
地
ヲ一

早
ク
遂ト

ケ
ン二

小
願
ヲ一

然
レ
ハ
則
チ
四
時
ニ
勤
念
乄
以
答
セ
ン

二

雨
露
ノ
之
施
ニ一

若
シ

天
恩
允
許
セ
ハ
請
フ
宣
＿二

付
シ
玉
ヘ
所
司
ニ一

軽
シ
ク
塵ケ

カ
ス二　

震
扆
ヲ一

伏
テ
深
ク
悚

越
ス
沙
門
空
海
誠‐

惶
誠‐

恐
謹
テ
言
ス
弘
仁
七
年
六
月
十
九
日

沙
門
空
海
上
表
と
あ
り

以
上
は
上
表
の
牒
文
を
出
し
。
是
よ
り
下
は
官
符
の
辞
な
り

右
大
臣
宣
奉　

勅
ス
依
ルㇾ

請コ
フ

ニ

是
は
右
大
臣　

勅
命
を
奉
り
て
上
表
に
任
て
山
地
を	

」
八
丁
オ

下
し
賜
ふ
旨
を
宣
る
な
り

高野山大学密教文化研究所紀要　第 29 号　30



国　

宜ヘシ
ク　二

承
知
ス一

依
テレ

宣
ニ
賜
フㇾ

之
ヲ
符
＿

到
ラ
ハ
奉
行
セ
ヨ

是
は
右
大
臣
の
宣
に
よ
て
大
政
官
の
符
を
紀
伊
国
司
に

下
す
辞
な
り
。
国
と
は
国
司
を
い
ふ
此
符
文
い
た
ら
は
奉
行

せ
よ
と
下
知
す
る
な
り

参
議
従
三
位
左
大
弁
弁
秋ア
キ
シ
ノ篠

朝
臣
安ヤ

ス
ヒ
ト人

左オ
ホ
ヒ

少サ
ッ
ク
ワ
ン史
正
七
位
上　

上カ
ン
ツ
ム
ラ
ス

村
主
ノ
豊ト

ヨ

田ダ

麿マ
ロ

弘
仁
七
年
七
月
八
日　
　
　

以
上

第
一官

符
終
る
な
り	

」
八
丁
ウ

国
符　

伊イ

都ト

那ナ
ン

賀ガ　

在ア
リ

田ダ

郡
司

　

右
云
云
如
前

守カ
ミ

藤
原
朝
臣
文フ

ン

山ヤ
マ　
　

掾
ジ
ヤ
ウ

藤
原
朝
臣

　
　
　
　
キ

介ス
ケ
カ
イ
エ江
ノ
継ツ

ク

人ヒ
ト　
　

弘
仁
七
年
七
月
廿
八
日

カ
ン
ス
ク
リ

ホ
ラ
エ

「
上
村
主
」
の
左
の
「
カ

ン
ス
ク
リ
」
は
朱
書
き
。

「
ナ
ン
ガ
」
「
ア
リ
ダ
」

と
も
、
濁
点
の
み
朱
書

き
。

「
ク
」
の
右
の
「
キ
」
は

朱
書
き
。
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是
は
次第

二
段に

国
符
を
出
す
な
り
。
上
の
官
符
に
よ
り
て
紀
伊
ノ

国
司
よ
り
伊
都
那
賀
在
田
三
郡
の
郡
司
の
方
ヘ
下

す
符
な
り
故
に
国
符
と
い
ふ
。
右
云
云
如
前
と
は
国
符
の

文
言
上
の
官
符
と
同
し
き
故
に
今
大
師
写
し
給
ふ
時	

」
九
丁
オ

略
し
て
挙
た
ま
は
ざ
る
な
り
。
次
に
国
符
当
役
の
人
名
を

挙
く
。
次
に
弘
仁
七
年
七
月
廿
八
日
は
国
符
を
下
す
年
月
な
り

以
上
官
符
国
符
を
出
し
畢
。
以
下
は
山第
三
段地

の
四
至
を
明
す
中

に
三
段
あ
り
。
初
に
先
大
明
神
寄
附
し
た
ま
ふ
四
至
を
出
す

吾ワ

レ
上‐

登
ノ
日ヒ

丹ニ

生フ

津ツ

姫ヒ
メ

ノ
命ミ

コ
ト

及
ヒ
御ミ

子コ

所
ノ二

付
属
シ
玉
フ

一　

山
地
ノ
四
至

東
ハ
限
リ二

大
日
本
国
ヲ一　

南
ハ
限
ㇾ
海
ヲ　

西
ハ
限
二
応
神
山
ノ
谷
ヲ一

北
ハ
限
二
日
本
河
ヲ一　

事
ノ
情コ

ヽ
ロ

註
ス二

遺
告
ノ
文
ニ一
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大
日
本
国
と
は
今
の
大
和
国
な
り
。
日
本
河
は
紀
伊
川
な
り
。	

」
九
丁
ウ

事
情
註
遺
告
文
と
は
遺
告
文
に
多
本
あ
り
い
つ
れ
に
も

此
事
有
。
且
ク
住
山
弟
子
等
に
遺
告
し
給
ふ
本
云
吾
レ
住
ス
ル
時

頻
ニ
有
テ二

明
神
一
示
現
ス
名
ヲ
曰
二
丹ニ

フ

ツ

ヒ

メ

生
津
比
女
高
野
大
明
神
ト一

其

社
ノ
廻
ニ
有
二
数
十
許
町
ノ
沢
一
若
シ
人
ト
到
着
ス
レ
ハ
即
時
ニ
傷
害
セ
ラ
ル
吾
カ
上
登
ノ

日
現
乄二

人
体
ヲ一

語
テ
曰ノ

玉

ハ
ク
吾
レ
在
テ二

神
道
ニ一

望
ム
ヿ

二

威
福
ヲ一

久
シ
也
方
ニ
今
マ
菩
薩

到
レ
ル

二

此
ノ
山
ニ一

弟
子
カ
幸
也ナ

リ

昔
シ
在
リ
シ

二

人
世
ニ一

之
時
キ
食ケ

国ク
ニ

〓

ス
ベ
ラ
キ

ノ
命ミ

コ
ト

給
フ
ヿ

二

家

地
ヲ一

以
ス二

万
許
町
ヲ一

東
ハ
限
二
大
日
本
ノ
国
ヲ一

南
ハ
限
二
南
海
ヲ一

西
ハ
限
二
応
神

山
ノ
谷
ヲ一

北
ハ
限
二
日
本
川
ヲ一

冀コ
ヒ
ネ
カハ
ク
ハ
也
献
乄二

永
世
ニ一

表
ス
ト

二

信
仰
ノ
情
ヲ一

矣
云

云	

」
十
丁
オ

是
レ
吾
カ
山
ノ
鎮
守
也
即
チ
天
野
ノ
神
社
ノ
頭
リ
ニ
草
二
創
シ
曼
荼
羅
院
ヲ一

相
＿

次
デ
移
ル二

奥
ノ
山
ニ一

後
生
ノ
弟
子
門
徒
等ラ

毎
日
可
シ下

習
二
誦
シ
教

「
〓
」
は
皇
を
左
右
に

二
つ
並
べ
た
漢
字
。

「
続
」
の
字
磨
消
、
上

に
「
次
」
を
重
書
。

「
女
」
左
右
下
訓
点
墨

消
。
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王
真
言
等
ヲ一

飡
二
受
シ
法
味
ヲ一

守
中
護
セ
シ
メ
上
ル
宗
場
ヲ上

是
レ
令
法
久
住
ノ

縁
也
以
上
こ
れ
等
を
さ
し
て
事
情
註
遺
告
文
と
い
ふ
な
る

へ
し

誉ホ
ン

田タ

ノ
天
皇
定
玉
ヘ
ル
堺
四
至

東
ハ
限
二
丹
生
ノ
川
上カ

ミ
ヲ一　
　

南
ハ
限
二
当ア

テ

河カ
ハ
ノ
南
ノ
横
峯
ヲ一

西
ハ
限
二
神カ

ン
ノ
勾

マ
カ
リ

星ホ
シ

川
ヲ一　
　

北
ハ
限
二
吉
野
川
ヲ一	

」
十
丁
ウ

具
ナ
ル
ヿ
注
セ
リ

二

丹
生
氏
カ
天
平
十
二
年
ノ
フ
ダ
ノ
文
并
ニ
祝ハ

フ
リ

相
伝
ノ
祭
文
ニ一

是
は
次
に
誉
田
ノ
天
皇
の
定
た
ま
へ
る
四
至
を
明
す　

誉
田

天
皇
は
人
王
第
十
六
代
の
帝
応
神
天
皇
す
な
は
ち
八
幡
大

菩
薩
の
御
事
な
り
。
此
に
挙
る
所
の
四
至
東
西
北
は
前
の

四
至
と
同
し
南
の
方
異
な
り
前
に
は
南
は
南
海
を
限
る

フ
ミ
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今
は
南
は
当
河
の
南
の
横
峯
を
限
る
と
い
ふ
。
古
鈔
云
丹
生

津
姫
は
伊
弉
諾
伊
弉
冊
尊
の
御
子
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
へ
に

二
神
よ
り
賜
り
し
山
の
四
至
南
は
南
海
に
至
る
な
り	

」
十
一
丁
オ

其
後
熊
野
権
現
異
国
よ
り
我
朝
に
来
臨
し
た
ま
ふ

け
れ
は
南
海
を
彼
領
地
に
寄
附
し
て
丹
生
の
御
領
を
は

当
川
南
横
峯
に
限
る
と
定
め
給
ふ
な
り
と
。
丹
生
氏
天
平

十
二
年
藉
文
は
二
本
の
遺
告
に
共
に
出
せ
り
且
ク
承
和
二
年

三
月
十
五
日
の
遺
告
文
云
丹ニ

生フ

ノ
祝

ハ
フ
リ

伊イ８

賀ガ８

豆ヅ

カ
天
平
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
ノ
藉フ

ダ
ノ
文
ニ
云
別ワ

ケ

豊ト
ヨ

耳ミ
ヽ
ノ
命

ミ
コ
ト

国ク
ニ

主ヌ
シ
ノ
神カ

ミ
ノ
子シ

孫ソ
ン

安ヤ
ス

磨マ
ロ

相
伝
ノ

詔ノ
ト
ノ
文
ニ
曰
ク
紀
伊
国
伊
都
ノ
郡
ニ
天ア

マ
ク
ダ降
リ
坐マ

シ
マス
伊イ

佐ザ

奈ナ

岐ギ

ノ
命ミ

コ
トノ
御ヲ

ン

子コ

丹ニ

生フ

津ツ

比ヒ

咩メ

ノ
一
チ
ノ
御ミ

子コ

高
野
大
明
神
及
ヒ
十
二
ノ
子
一
百	

」
十
一
丁
ウ

ミ 

コ

「
賀
」
「
豆
」
共
に
上
声

の
声
点
有
り
。
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二
十
ノ
眷
属
ヲ
為
二
一
社
ト一

者
也
云

云
爰
ニ
誉ホ

ン

田ダ

ノ
天テ

ン

皇ワ
ウ

奉
寄
山

地
堺
定
四
至
東
ハ
至
二
宇
知
ノ
丹
生
川
ニ一
〈
以
下
今
に
同
し
承
和
＼
元
年
十
月
十
五
日
の
遺
告

又
同
＼
し
〉
祝
相
伝
祭
文
は
承
和
元
年
十
月
十
五
日
の
遺
告
の

奥
に
あ
り
文
の
終
に
延
暦
十
九
年
九
月
十
六
日
と
あ
り
此
文

云
品
田
ノ
天
皇
奉
ㇾ
寄
山
地
四
至
東
ハ
限
二
丹
生
川
ヲ一
〈
此
下
今
＼
と
同
し
〉

官
符
ニ
所
ノㇾ

載
ル
四
方
高
山

東
ノ
高
山
摩
尼
峯
〈
大
日
本
国
ハ

今
ノ

大
和
国
名
也
紀
伊
国
ノ

堺
ノ

山
也
＼
謂
ク

丹
生
川
上
是
也
〉

南
ノ
高
山
当ア

テ

河カ
ハ
ノ
南
ノ
長ナ

カ

峰ミ
ネ

〈
謂
フ二

阿
手
河
ノ

南
ノ

横
峯
ト一

是
也ナ
リ

〉	

」
十
二
丁
オ

西
ノ
高
山
応
神
山
〈
謂
二

神カ
ウ

野ノ

山ヤ
マ

神カ
ン
ノ

勾マ
カ
リ
ノ

谷
及
ヒ

生ヲ
＿

石イ
シ

ノ＿

岑
ト一

是
也
〉

北
ノ
高
山
宇
由
ノ
峯
〈
謂
二

丹
生
ノ

北
吉
野
川
ノ

南
ノ

岑
ト一

是
也
＼
又
云
二

槙
尾
ト一

〉

是
は
大
政
官
符
の
初
に
四
至
四
方
高
山
と
ば
か
り
あ
り
て
其
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分
界
を
顕
さ
ゞ
る
ゆ
へ
に
こ
ゝ
に
示
し
た
る
な
り
。
此
中
摩
尼

峯
。
生
石
岑
。
宇
由
峯
。
槙
尾
な
ど
い
え
る
は
下
の
図
に
有
。

又
北
高
山
の
注
に
丹
生
ノ
北
と
あ
る
丹
生
は
上
の
丹
生
ノ
川
上
の

丹
生
に
は
非
す
天
野
の
こ
と
な
り

此
次
に
山第
四
段の

絵
図
あ
り
図
を
も
て
山
地
の
四
至
を
指
シ
示
す	

」
十
二
丁
ウ

な
り
所
々
に
名
を
記
し
た
る
中
に
後
人
の
書
加
へ
た
る　

も
の
お
ほ
し
〈
朱
書
せ
る
も
の
多
く
は
＼
後
人
の
加
へ
た
る
と
見
ゆ
〉
凡
高
野
領
は
両
国
四
郡

に
わ
た
り
て
有
。
両
国
は
紀
州
大
和
也
。
四
郡
と
は
大
和

の
宇
知
郡
紀
州
の
伊
都
那
賀
在
田
な
り

是
よ
り
下
は
山第
五
段の
景
趣
を
叙
て
居
住
の
本
懐
を
顕
す

葱
嶺
挟

サ
シ
ハ
サ

ミ二

銀
漢
ヲ一

白
峯
衝ツ

ケ
リ二

碧
落
ヲ一

吾
レ
居
住
ノ
時
頻
ニ
有
二
明
神
ノ
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衛
護
一
即
チ
限
テ二

山
ノ
四
至
ヲ一

永
献
乄二

三
宝
ヲ一

表
ス二

仰
信
ノ
情
ヲ一
云

云

山
の
景
趣
を
叙
る
中
に
此
一
段
は
先
惣
し
て
山
の
峻
高
な
る	

」
十
三
丁
オ

こ
と
を
標
し
且カ

ツ
此
ノ
四
至
を
得
た
る
事
私
な
ら
さ
る
旨

を
記
す
。
葱
嶺
は
葱
は
青
な
り
爾
雅
ニ
青
謂
二
之
ヲ
葱
ト一

林
木

茂
盛
ノ
之
皃カ

タ
チと

あ
り
。
銀
漢
は
天アマ

ノ
カ
ハ河
を
云
。
白
峯
は
常
に
白

雲
の
た
な
び
け
る
峯
な
れ
は
名
く
。
碧
落
は
天
の
事
な
り
。

此
二
句
は
山
の
高
き
有
さ
ま
を
い
ふ
。
次
に
吾
居
住
等
と
は
吾
は

大
師
自
い
ふ
我
レ
此
山
に
住
居
せ
し
に
丹
生
高
野
両
大
明
神

真
言
の
教
法
を
信
し
た
ま
ひ
昔
現ア
ラ
ヒ
ト
カ
ミ
人
に
て
ま
し
ま
し
と
き
食ケ

国
ク
ニ
ス
ヘ
ラ
キ皇
ノ
尊ミ

コ
ト
よ
り
賜
り
し
山
の
四
至
の
境
内
を
三
宝
に
献
す
へ
し
と
て	

」
十
三
丁
ウ

永
く
大
師
に
付
属
し
た
ま
ふ
と
な
り

「
之
皃
」
の
所
、
摩
消

有
り
。
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不
乄ㇾ

由
ラㇾ

乗
ル
ニ

ㇾ

査
ウ
キ
ヽ
ニ

忽
ニ
入
二
雲
漢
ニ一

不
シ
テ

ㇾ

嘗ナ

メ二

妙
薬
ヲ一

得エ

タ
リ

ㇾ

見
ル
ヿ
ヲ

二　

神
窟
ヲ一

一ヒ
ト
タ
ヒ

ハ＿

喜
ヒ

一
タ
ヒ
ハ
悲
ン
テ
心
魂
難
シㇾ

持
チ

是
は
此
山
に
登
り
勝
境
を
見
て
悲
喜
に
堪
ざ
る
こ
と
を

述
へ
給
ふ
な
り
。
初
の
二
句
の
意
は
む
か
し
も
路
こ
し
に
人

あ
り
浮フ

サ

に
乗
り
て
海
上
を
ひ
た
す
ら
遡

サ
カ
ノ
ボリ

け
れ
は
遂
に

天
河
に
い
た
り
牽
牛
の
牛
に
飲
ひ
織
女
の
錦
を
織
て

い
ま
し
た
る
を
見
け
る
事
博ハ
ク

物ブ
ツ

志シ

に
記
せ
り
。
雲
漢
は	

」
十
四
丁
オ

天
河
な
り
。
意
は
今
す
て
に
銀
漢
を
挟
め
る
峯
に
登

ぬ
れ
は
査ウ
キ
ヽ
に
乗
ら
す
し
て
天
河
に
入
た
る
○と

也
。
不
嘗
妙

薬
等
と
は
凡
ソ
金
丹
仙
丸
の
妙
薬
を
な
め
て
ぞ
神
仙

の
境
に
は
至
る
こ
と
な
る
に
今
此
峯
に
の
ほ
り
け
れ
は
薬
力

ウ
キ
ヽ
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を
か
ら
ず
し
て
か
ゝ
る
神
仙
の
窟
を
見
た
る
こ
と
の
悦

は
し
き
と
な
り
。
一
喜
一
悲
と
は
今
日
此
所
に
至
る

事
を
よ
ろ
こ
ひ
。
年
比
か
ゝ
る
勝
地
を
知
ら
す
し
て
世
塵

に
あ
り
し
こ
と
を
悔
悲
し
む
と
な
り	

」
十
四
丁
ウ

山
ノ
之
為タ

ラ
ク

ㇾ

状カ
タ
チ

也
東
西
ハ
龍
＿

臥
シ
テ
有
リ二

東
流
ノ
水
一
南
北
ハ
虎
踞ウ

ツ
ク
マテ　

棲
息
ス
ル
ニ
有
リㇾ

興─

指
テ二

妙
高
ヲ一

以
為シ

ㇾ
俦ト

モ
カ
ラト
引
テ二

輪
鉄
ヲ一

而
為
セ
リ

ㇾ

帯
ト
日
光

出
ㇾ
地
ヨ
リ
不
ㇾ
仮
二
天
眼
ヲ一

万
里
目
前
ナ
リ
何
ソ
更
ニ
乗
ラ
ン

ㇾ

鵠
ニ
砌
中
ノ
円

月
ニ
ハ
知
リ二

普
賢
ノ
之
鏡
智
ヲ一

仰
テ
ハ

二

空
裏
ノ
恵
日
ヲ一

覚
ル二

遍
照
ノ
在
ル
ヿ
ヲ

一ㇾ　

我
ニ

此
一
段
は
山
の
景
色
を
叙
ル
な
り
故
に
初
に
山
之
為
状
也
と

云
。
東
西
龍
臥
有
東
流
水
と
は
澗
道
西
よ
り
東
へ
通
し

た
る
が
龍
の
臥
せ
る
に
似
た
る
と
也
〈
御
社
の
山
を
龍
の
頭
と
し
中
尾
＼
を
龍
の
尾
に
比
す
と
い
ふ
一
説
あ
り
〉
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南
北
虎
踞
と
は
南
は
遍
照
尊
院
の
後
の
山
。
北
は
真
言
堂
の	

」
十
五
丁
オ

山
二
虎
の
相
対
し
て
踞
る
に
似
た
る
と
や
。
妙
高
は
須
弥
山
の

事
な
り
。
輪
鉄
は
輪
囲
山
と
て
須
弥
山
の
周マワ

リ囲
に
有
て
其
高

さ
須
弥
山
の
半
腹
ほ
ど
に
あ
り
て
帯
を
し
た
る
や
う
な
れ
は
今
の

高
野
の
絶
頂
を
須
弥
に
た
と
え
麓
の
衆
山
の
小
き
な
る
を
鉄

輪
囲
山
に
な
そ
ら
へ
て
か
く
云
な
り
。
日
光
出
地
も
山
の
高

き
す
か
た
な
り
。
天
眼
は
六
神
通
の
中
の
天
眼
通
は
よ
く

遠
境
微
細
な
る
所
を
も
徹
見
す
今
万
里
目
前
に
見

ゆ
れ
は
天
眼
を
備
に
及
は
す
と
也
。
鵠
は
鴻
鵠
な
り
高
飛	

」
十
五
丁
ウ

て
一
挙
千
里
す
る
鳥
な
り
今
す
て
に
此
山
に
登
り
ぬ
れ
は
更
に

鵠
に
乗
る
こ
と
を
用
ひ
さ
る
也
〈
大
師
下
野
国
補
陀
洛
山
の
記
を
書
た
ま
ふ
＼
に
又
何
更
乗
鵠
白
雲
足
下
と
あ
り
今
も
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其
意
な
る
＼
へ
し
〉
砌‐

中
円‐

月
等
は
性
霊
集
に
は
砌
中
の
上
に
見
の
字

有
。
砌
は
澗
水
の
辺
を
さ
し
て
云
。
大
師
下
野
国
補
陀
洛
山
記
を

書
た
ま
ふ
中
に
は
見
二
池
中
ノ
円
月
ヲ一

と
有
今
も
其
意
な
り
。
普
賢

と
は
一
切
衆
生
の
菩
提
心
〈
一
切
処
に
遍
す
る
を
普
と
＼
い
ふ
賢
は
賢
善
の
義
な
り
〉
を
い
ふ
是
は
果

位
の
大
円
鏡
智
の
徳
な
り
。
さ
れ
は
円
月
を
見
て
は
衆
生
本
具
の

果
徳
を
知
る
と
な
り
。
空
裏
恵
日
と
は
大
空
に
か
ゝ
や
く
日
光	

」
十
六
丁
オ

を
人
々
本
有
の
智
恵
に
比
し
て
い
ふ
な
り
。
遍
照
と
は
大
日
の
徳

用
あ
ま
ね
く
一
切
の
有
情
非
情
に
ゆ
き
わ
た
り
て
利
益
を
施
す
事

な
り
。
在
我
と
は
人
々
本
よ
り
自
身
に
備
え
た
る
な
り

託ツ

イ
テ

二

此
ノ
勝
地
ニ一

聊
カ
建
テ
ヽ

二

伽
藍
ヲ一

名
二
金
剛
峯
寺
ト一

住
乄ㇾ

此コ
ヽ

ニ
修
シㇾ

道
ヲ
四
上
持

念
ス
観
シ二

華
蔵
ヲ
於
心
海
ニ一

念
ス二

実
相
ヲ
於
此
ノ
山
ニ一

以
テ
崇ア

カ
メ二

神
威
ヲ一

饒ユ
タ
カ

ニ
セ
ン

二　

国
皇
ノ
福
ヲ一
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所
有
ノ
仏
乗
不
ㇾ
能
二
縷ク

ハ
シク

説
ク
ヿ

一

日‐

車
難
クㇾ

駐ト
ヽ
マリ
人
間
易
シㇾ

変
シ
従
心
忽
チ
ニ
＿　

至
テ

四
虵
虚
羸
ス
摂‐

誘
是
務
メ
テ
能
事
畢ヲ

ハ

ン
ヌ
矣

是
は
正
し
く
山
居
の
本
意
を
叙
た
ま
ふ
な
り
。
上
に
挙
る
所
を	

」
十
六
丁
ウ

さ
し
て
此
勝
地
と
い
ふ
。
伽
藍
は
梵
語
な
り
此
に
は
衆
園
と
い
ふ

僧
坊
の
こ
と
な
り
。
金
剛
峯
寺
の
寺
号
は
瑜
祇
経
に
依
て

名
を
立
彼
経
の
具
題
に
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜

祇
経
と
い
ふ
深
意
あ
る
事
な
り
。
四
上
と
は
昼
夜
四
時
に
上

堂
す
る
な
り
。
観
華
蔵
等
は
持
念
の
趣
を
示
す
。
華
蔵

は
具
に
は
蓮
華
蔵
と
い
ふ
十
方
無
量
の
世
界
を
摂
し
て
一
の

蓮
華
蔵
世
界
と
す
。
如
クㇾ

是
ノ
の
世
界
我
カ
一
心
を
出
ず
と
観

す
る
也
。
実
相
と
は
大
日
経
に
説
と
こ
ろ
の
心
の
実
相
の
理
を
い
ふ
。
此	

」
十
七
丁
オ
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山
に
住
し
て
此
理
を
念
し
て
修
善
す
と
な
り
。
以
崇
等
は

廻
向
す
る
所
を
明
す
。
謂
く
観
念
修
練
の
功
徳
を
も
て
神
明
の

威
光
を
添
奉
り
国
皇
の
宝
祚
長
久
天
下
泰
平
を
祈
り

奉
る
と
な
り
。
自
余
自
証
化
他
の
仏
事
多
き
こ
と
を
略
し
て

所
有
仏
業
不
能
縷
説
と
い
ふ
。
日
車
の
下
は
有
為
の
法
の

移
り
替
る
こ
と
を
叙
。
日
車
は
年
月
の
過
行
こ
と
の
速
か
な
る
を

い
ふ
。
従
心
と
は
七
十
の
齢
を
い
ふ
論
語
に
有
。
今
大
師
い
ま
た

七
十
に
満
給
は
さ
れ
と
も
六
十
余
歳
な
れ
は
満
数
に
つ
ゐ
て	

」
十
七
丁
ウ

従
心
忽
至
と
の
た
ま
ふ
也
。
四
虵
は
地
水
火
風
の
四
大
を
云

身
体
の
老
＿

衰
た
る
を
四
虵
虚
羸
と
い
ふ
。
摂
誘
は
諸
人
を

引
摂
し
勧
誘
し
て
仏
道
に
入
し
む
る
業
を
務
と
す
る
也
。
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能
事
畢
と
は
そ
の
事
す
て
に
能
し
お
は
り
ぬ
と
な
り

承
和
元
年
九
月
十
五
日
金
剛
峯
寺
大
僧
都
空
海
書

是
は
此
縁
起
を
書
た
ま
ふ
年
月
等
を
記
し
た
ま
ふ
な
り

此
次
承
和
三
年
と
い
ふ
よ
り
下
は
大
師
入
定
の
後
諸
弟
子
国
判

を
申
請
し
時
書
加
た
る
も
の
也
と
古
鈔
に
云
へ
り
誠
に
承
和	

」
十
八
丁
オ

三
年
と
あ
れ
は
御
在
世
に
は
あ
ら
す

承
和
三
年
七
月
廿
七
日　
　
　
　

国
判

従
四
位
下
行
権
守
大
野ノ

ヽ

朝
臣
在
京　
　
　

椽
シ
ヤ
ウ

闕
ク

守カ
ミ

従
五
位
下
藤
原
朝
臣
豊
仲

従
六
位
上
行
目

サ
ツ
ク
ワ
ン

葛
木
忠タ

ヾ
キ寸　

貢ク

調テ
ウ

使

正
六
位
上
行
介ス

ケ

伴ト
モ

宿ス
ク　

＿

祢ネ

豊ト
ヨ

助ス
ケ

「
シ
ヤ
ウ
」
は
朱
書
き
。

「
闕
ク
」
の
「
ク
」
は

朱
書
き
。

「
カ
ミ
」
は
朱
書
き
。

「
タ
ヾ
キ
」
は
朱
書
き
。

「
ス
ク
ネ
ト
ヨ
ス
ケ
」
は

朱
書
き
。

「
宿
祢
」
の
訓
合
符
は

朱
書
き
。
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国
判
と
は
国
司
の
判
な
る
へ
し
上
に
内
印
十
七
所
と
有
も

国
判
な
れ
は
此
時
書
加
た
る
な
る
べ
し	

」
十
八
丁
ウ

是
よ
り
下
一
本
に
は
無
ㇾ
之
大
楽
院
信
堅
聞
書
寶
性
院

宥
快
聞
書
共
に
此
奥
書
な
き
本
に
よ
る
と
見
へ
た
り

後
醍
醐
帝
宸
筆

以
此
本
為
擬
正
文
所
ㇾ
捺
二
手
印
ヲ一

也
自
今
已
後
不
可
出
寺
外
故
也

建
武
二
年
十
二
月
二
日
令
正
校
畢

正
二
位
行
中
納
言
兼
大
蔵
卿
左
京
大
夫
大
判
事
侍
従
藤
原
朝
臣
公
明

此
奥
書
は
か
り
に
て
見
る
時
は
今
の
縁
起
の
御
手
印
は
後
醍
醐

帝
の
お
さ
せ
た
ま
ふ
御
手
印
と
見
ゆ
然
る
に
吉
野
拾
遺
に
よ

つ
て
見
れ
は
弘
仁
帝
の
御
手
印
有
て
其
上
に
又
後
醍
醐
帝	

」
十
九
丁
オ

御
手
印
を
捺
さ
せ
給
ふ
と
見
た
り
吉
野
拾
遺
に
曰
後先
帝
の
御
時〈
本
文
〉

醍
醐
天
皇

○　
○　
○　
○　
○
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吉
野
の
内み

か
り
や〈
本
文
〉

裏
を
し
の
ひ
出
さ
せ
玉
ひ
て
高
野
山
に
行
幸
な
ら
せ
玉
ふ

其
比
も
世
の
さ
は
き
の
中
な
れ
は
供
奉
の
人
々
も
と
ほ
し
く
い
ま

く
し
き

様
に
て
け
は
し
き
山
路
を
凌
か
せ
玉
ひ
金
剛
三
昧
院
に
入
ら
せ
給
ふ
法
印
当
山

の
霊
物
な
り
と
て
一
の
巻
物
を　

叡
覧
に
備
ら
れ
し
は
高
祖
大
師
の
弘
仁
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帝
へ
捧
ら
れ
し
高
野
一
山
の
絵画

図
を
つ
く
ら
せ
玉
へ
る
も
の
に
天
皇
御
震

翰
を
染
さ
せ
御
寄
附
の
文
を
書
添
ら
れ
朱
の
御
手
形
を
捺
せ
玉
ふ
に
そ

あ
り
け
る
君
に
も
御
叡
覧
の
後
御
寄
附
の
御
言
葉
を
染
さ
せ
給
ひ
て	

」
十
九
丁
ウ

一
軸
三
跡
の
巻
物
と
な
さ
れ
て
云

云
両
帝
の
御
手
印
有
こ
と
見
つ
へ
し

但
し
拾
遺
に
天
皇
御
震
翰
を
染
さ
せ
御
寄
附
の
文
を
書
添
ら
れ
と
あ
る
は

何
れ
の
文
を
さ
し
て
い
ふ
ら
ん
お
ほ
つ
か
な
し
若
は
別
に
御
寄
附
の
文

あ
り
し
欤
拾
遺
の
此
一
段
の
終
に
其
外
の
事
忘
れ
侍
れ
は
不
記
と
あ
れ
は

○　

○

○
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覚
へ
た
が
え
た
る
も
し
れ
す
。
然
れ
は
此
以
此
本
為
擬
等
よ
り
下
は
建
武

二
年
に
加
へ
た
る
文
な
り
。
但
し
肩
に
後
醍
醐
帝
震
筆
と
書
た
る
は
後
人

の
私
に
書
添
た
る
な
り
。
さ
れ
は
建
武
以
前
に
写
し
た
る
写
本
に
は

此
奥
書
有
べ
か
ら
す
宥
快
等
の
聞
書
は
此
奥
書
な
き
写
本
に	

」
二
十
丁
オ

就
て
料
簡
し
た
る
と
見
ゆ

凡
此
縁
起
は
諸
人
名
を
聞
伝
へ
た
る
文
な
れ
と
も
外
題
も
な
く
内
に
も
又
題
号

を
置
か
す
巻
の
初
に
先
官
符
を
挙
て
大
政
官
符
と
書
出
せ
る
故
に

忽
披
覧
し
て
は
全
篇
皆
官
符
な
り
な
と
思
ふ
輩
多
し
一
巻
の
始

終
を
熟
覧
し
信
堅
宥
快
の
聞
書
を
三
復
せ
ば
方
ニ
是
当
山
の
縁
起
を

叙
給
ふ
一
軸
な
る
こ
と
を
知
ら
ん
よ
て
今
有
信
の
善
男
善
女
の
た
め
に

彼
聞
書
等
の
要
を
撮
て
国
字
を
以
て
略
解
す
る
者
也

「
た
が
え
る
」
の
「
が
」

の
濁
点
は
、
追
筆
。
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明
和
四
年
丁
亥
五
月
日
金
剛
峯
寺
快
弁
書
于
金
剛
三
昧
院
長
老
坊	

」
二
十
丁
ウ

49　金剛三昧院本『御手印縁起略解』について（木下、土居、榊原、川染、森本）
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